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焦谷 2号墳玄室奥壁の同心円文様



序

本書は、地域振興整備公団の委託により、佐双県教育委n会、鳥
栖市教育委員会および基山町教行委員会が協力して平成3年度に実

施した、鳥栖北部丘陵新都市開発整備事菜基山工区内に係る埋蔵文

化財発掘調査の本報告であります。

調査の結果、基山町において汲も早い時期の群集mである黒谷古
墳群や、隣接する水呑古墳群のほぼ全容を明らかにすることができ

ました。とりわけ黒谷2号墳の石室内に描かれた同心円文様は、県

内23例目の装飾古墳として注目を集めました。

発掘調査の記録としては十分満足のゆくものではありませんが、

その内容を通して郷土の埋蔵文化財に対する一層のご理解をいただ

き、また今後の学術文化の向上に幾分とも寄与するものであれば幸

いと思います。

最後に、烏栖北部丘陵新都市開発整備事業と文化財保護との調整

にご理解とご協力をいただきました地域振興整備公団鳥栖都市開発

事務所、県土木部開発局新都市開発課、北部丘陵新都市開発事務所、

基山町企画課の担当各位、関査に関し指導 ・助言をいただきました

多くの研究者の方々、ならびに調査作業に従事していただきました

地元の方々のご協力により、ここに 「烏栖北部丘陵新都市関係文化

財調査報告害」の第1集として、本由を発刊するはこびとなりまし

たことを、心から厚く御礼申し上げます。

平成5年 3月30日

佐買県教育委員会

教育長 堤 清行



例 言

I. 本8は且栖北部丘陵新都市整備事業の基山工区遥成に伴い、平成3年度および一部平成4

年度にかけて実施した、 三蓑基郡基山町に所在するIll谷古項群 • 水呑古墳群並びに浦田遺跡

の発掘祠在報告むである。

2. 発掘請査は地域振興整備公団の委託を受け、 佐只県教行委只会がL~栖市教行委R会および

基山町教汀委且会の協力を受けて実施した。

3. 発掘講在にあたっては、地域娯興整備公団凡栖都市開発賽務所、佐双県土木部開発局新部

市開発課、北部丘陵新都市開発事務所、基山町教背委且会、基山町企西課、並びに地元の方々

の協力を得た。

4. 発規調査作業は佐n県教ff委且会が主体となり、［雑栖市教行委員会と甚山町教n委員会の
祖査が実施した。

・遺溝実測および地形測旦は、その大部分を向埋蔵文化財サポー トシステムに委託し、 一部

について久山高史 ・ 飛松広美 ・ 市川浩文 • 原田範昭 ・ 花田京子 ・ 藤1I1暁子が行った。

・遺構写真は久山 ・飛松が撮影した。

・空中写其は壇 腔夫 （仰空中写兵企両）が撮影した。

5. 出土遺物の整理を含む報告む作成作業は几栖北蔀丘陵文化財潤査事務所で行った。

・ 遺物整理は花田 • 藤田 ・佐藤ヨシェ ・秘田加世子 ・佐田谷B子 ・渋田信子 ・窃岨カオル ・

井上トヨ子が行った。

・遺物実測は久山 ・市）II. 原田 ・飯田考俊 ・阻林啓介 ・緒方恭子・松野官子 ・横枕栄子・中

品佐知子が行った。

・図而トレースは光石逸子 ・末吉由紀子 ・吉田雅子 ・天本早佳 ・緒方 ・久山が行った。

・遺物写兵は久山が撮影した。

・写狂現像焼付は江島紀子 ・焦木優子・古＂栄子が行った 。

1 本包の執筆と編集は久山が担当し、飛松が協力した。

6. 発掲讀査および報告印作成に際して、下記の力々から指導 ・助百をいただいた。

小松壌 ・蒲原宏行 ・前田逹男 ・小田宜士雄 ・石山 勲・ 牛約 茂 ・硲縞 学 ・外山秀一
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報告書の記述について

］．遺跡の略号は次のとおりである。

• 黒谷古墳群 KTN • 水呑古墳群 MZN ・浦田遺跡 SUT 

2. 遺構図に用いた方位は、すぺて真北（座標北）である。

3. 石径の主軸方位を求めるにあたって、分以下の単位については、 測定位塁の微妙な差によ

って生ずる誤差の許容範囲と理解した上で、省略している。

4. 石室の 「床面標高」は、初葬当時の敷石面を復元した上でのおおよその数値である。

5. 古墳の各部名称と計瀾方法については次のとおりである。

「石室主軸」は玄室床面部の中軸値から求める。

・「石径全長」は玄滋奥壁床面部から前庭側壁の最も手前に張り出した郎分までの長さ。

・「中央長」「中央幅」は、ともに復元した初葬時の床面で計測するが、仕切石は含めず、

仕切石端部からの長さとする。

「羨道」と「前庭1l11壁」の区別は天井石架構の布無で区別する。

賽璧

墳丘 ↑ ' -r T 

! 
b 

玄

＆ 雙
8. 石室全長

室
C b. 玄室中央長

． c. 玄室中央幅
米

d. （擬）前室中央長

＇） 
e. （擬）前室中央幅

t」i;壁
l. 第1仕切石

2. 第2仕切石

6. 本報告書中の遺物図番号は、各遺跡ごとに遺物の種別に関係なく一連番号とし、また写兵

図版中の遺物の番号をこれに共通させている。



7. 出土土器実測図 （主として須恵器）の潤整表記については次のとおりである。

段や強い侵線

回転ナデその他による授繰

（間隔は桟線の11!純に比例）

回fF.ヘラケか）あるいはヘラ切り末調璽の靖目

・ ヘラ単位ごとの棟繰

カキg調整 （強い国転板ナデ）

▼
 

へう記りの中心位塁を示す

8. 出土土器の写真図版は須恵器大甕以外はすぺてほぼ縮尺1/3大である。

9. 出土遺物のうち鉄鏃の分類については、後藤守ーの分類をもとにした 「都谷遺跡」 （小松

壌編 九州横断自動車道関係文化財調査報告●14 佐賀梨教育委貝会 1991)のそれに拠っ

ている。

10. 本報告8における須恵器の時期については、基本的に7世紀末までは田辺昭三による大阪

府陶邑古窯址群の、それ以降は一部について奈良国立文化財研究所による平城京出土土沿の

編年に拠っている。これは、最近九州においても須恵器生産の地域性が示されており、九州

の古墳出土須恵器の時期をそのまま畿内編年から求めることに疑問視する意見も多いが、

「地方窯」による 「地域差」を考える必婆があることは当然としても、蓋杯に代表される主

要な須恵器の形態変遷はあくまでも陶邑におけるそれに 「連動」あるいは 「追従」 したもの

であったことは疑いようのない事実であり、実年代の比定においては確かに「ズレ」 の問題

を残すものの、追葬期間を含めた相対年代幅としての古墳の時期を求めるについてはむしる

須恵器生程の 「元締め」であった陶邑の編年に掲ることがより適当と考えるからである。な

お、本文中には小田官士雄の一連の業績による北部九州須恵器の編年による当該時期も （ ） 

内に併記している。



第1章調査の概要

I. 調査の経過

雌北部丘陵新都市整備事業が平成3年度より本格的に始動したのに伴い、予定されていた

事前の埋蔵文化財調査も同年度から具体化されることになった。このうち開発面積約36haに

およぶ基山工区の事業範囲内については、昭和60年度に基山町教行委員会が実施した遺跡詳細

分布調査、および平成2年度の県文化財課による遺跡確認獨査の結果、丘陵部には後期古墳が

点在し、水田綿には遺物が散布していることが確認されていた。このため、事業主体である地

域採興整備公団との協議を重ねた結果、浦田遺跡1-2区、黒谷古墳群A~B地区、水呑古墳

群A~D地区の計8地点、約20,000m'の本調査地区を設定し、地域振興整備公団の委託事業

として、烏栖市と基山町の各教育委員会の協力のもとに佐賀県教有委員会が調査主体となり、

造成工事に先行して記録保存を目的とした緊急発掘調査を実施することとなった。

発掲調査は平成3年6月268、腑田遺跡1区2,300m'の重機による表士除去作業から始まっ

た (9月38調査終了〉。 7月3日からは浦田遺跡2区 2,200m'(9月9日讀査終了）と水

呑古墳群A地区500m'(10月98調査終了）にほぼ同時に登手し、このあと10月3日から水呑

古墳群B地区400m'(11月20日調査終了）、続いて11月1日から黒谷古墳群A地区8,900m'

（平成4年3月31日調査終了）、さらに平成4年 1月308より水呑古項群C地区4,300m'(5

月19日調査終了）、 3月98から黒谷古墳群B地区1,300m'(3月31日潤査終了）、そして最

後に着手した水呑古墳群D地区3,500m'は5月11日より調査開始というように、各地区を並行

して、時には断絨的に躙査を実施した。最終的に綱査がすべて終了したのは平成4年8月10日

である。実質調査総面積は22,IOOm'となった。

黒谷、水呑両古墳群はいずれもすでに数基の石室が露出、開口しており、以前より周知の遺

跡として認識されていたが、実際に古墳群全体の樹木を伐採し、表土を除去してみると、その

規模、数、遺存状態は、確認講査の結果にもとずく 当初の予想をはるかに越えるものであった。

さらに事業地内の用地問題等が完全に解決をみないままに調査に着手したために、各調査地区

への計画的、スムーズな移行ができないまま、前述のような断統的な躙脊となってしまい、こ

うしたことから調査B程は当初予定していた期問の大幅な延長を余儀なくされた。反面、浦田

遺跡については、ごく一部を除いて、遺跡全体が流れ込みによる堆積、ないしは遺物包含府に

すぎないことが判明したために、実質的な調査期間を比較的早く切り上げることができた。

出土遺物の整理作業および調査報告書の作成は、引き続き平成4年度に実施した。
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II. 調査の組織

烏北部丘陵新都市整備事業に伴う文化財調査は、鳥栖市と基山町にまたがる大規模でかつ

10数年に及ぶ長期の作業となることから、佐賀県教脊委只会、鳥栖市教育委員会、基山町教育

委員会の3者による合向調査体制を組むことで協議が進められ、佐賀累3名、鳥栖市3名、基

山町1名の計7名の人員構成で、調整担当に調査A1名をおき、各班調査J:¥2名からなる3班

の体制で調査にあたることになった。平成 3 • 4年度の調査組織は以下の通りである。

調査主体 佐賀県教育委員会

講査協力 鳥栖市教育委員会 ・基山町教育委貝会

総括 堤清行 佐賀県教育長

佐賀只教育委員会文化財繹長高島忠、平

中牟田賢治

西村貞幸

瀬戸 明廣

庶務 永松和久

濱野清子

小林宜 洋

松瀬 弘

池田 学

武次多美子

It 

” 
”
 ”
 ”
 “ 
” 
” 
” 

岸川向祥子 ” 
調 査 （鳥栖北部丘陵文化財調査事務所）

文化財課長補佐

文化財課長補佐 （平成3年度）

文化財課長補佐 （平成4年度）

文化課庶務企画係長

文化課庶務企画係主査

文化課庶務企画係主査

文化課庶務企画係主事（平成3年度）

文化課庶務企画係主事 （平成4年度）

文化課庶務企画係嘱託 （平成3年度）

文化課庶務企西係嘱託（平成4年度）

調査主任 高瀬哲郎

調査貝 樋口秀信

徳永貞紹

渋谷 格

森本陽二郎

鹿田昌宏

涵浅満暢

久山麻史

飛松広美

”
”
”
 
” 
” 

文化財課謂査係長

文化財課潤査係文化財保護主事

文化財課調在係文化財保護主事

文化財課調査係文化財保護主事 （平成4年度）

文化財課調査係嘱託 （平成3年度）

島栖市教育委貝会社会教育課文化財係事務吏員

II 社会教育課文化財係事務吏負

，， 社会教育課文化財係事務吏貝

（基山工区綱査担当）

基山町教行委ハ会教育課文化財係文化財保護主事

（基山工区鐸査担当）
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図2 問辺地形図 (1/100,000) 
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第2章地理的 ・歴史的環境

I. 地理的環境
み.. . .. 

黒谷•水呑古墳群および浦田遺跡の所在する佐賀娯三養甚郡基山町は、県内穀東端に位置す

るが、この地域は疑釦II流域に展開する広蓑の疑金平野の東北端であるとともに、狭義の筑後
らくし，，

平野の西北端の一角をも占める位置にある。西部は筑紫山地に限られ、東北部は福岡県筑紫野

“ご"'市一帯の地峡を経て福岡平野へ通じる．また福岡県小郡市と接する東部は、笞呆．舗笞方面へ
と.,

と広がる平野に連続し、南部は鳥栖市を介して、筑後Ill、あるいは佐賀平野に通じる。

町域全体の約3分の2が丘陵地帯で占められる。地勢はみ届山境の湊'J.i(412.0m) • as笛
aぃ°ん"ん

(404.Sm)のいわゆる基葬連峰、 ならびに権現山 (626.7m)を主峰として南東方向に伸びて

きた支嶺群が、洪積段丘を経て扇状地を形成しつつ、 ついで狭少な平坦地となって復笑Illに至

る。これらの支嶺群は、南東方向に延びる支嶺と北東方向に延びる支嶺とに大きく分けられる。

一方の南東方向に延びる支脈は、杓芋：は（汲7.0m)を経て、苓閃地区一帯の高位段丘に通
"" u贔
じ、長の原付近で先端となる。この支脈は鳥栖市と境をなす。もう一方の福岡県筑紫野市と境

は● だ

をなす北東方向に延びる支嶺は、契山から基山を経て、筑紫野市原田付近まで延びる高位段丘

となる。この2つの支嶺間は、舌状丘陵を数多く派生させ、また北よりikfo谷・笞補谷 ．篇祉
谷の扇状地を形成し、筑紫平野へと広がるが、黒谷 • 水呑古墳群および浦田遺跡はこのうちの

園部谷に南面した丘陵および小扇状地上に立地する。権現山・契山 ・基山とその支脈に源を発
や●した ·~· っ ●● 令

する数多くの小渓液は、それぞれ複合して山下Ill・秋光川・実松川 ・ 城戸Ill • 関屋川を形成し

ている。秋光Illは実松Illを合流し、城戸川と関屋川は合流して高原Illとなり、それぞれ宝満川

へと流れ込み、筑後Illへと至る。

古代以降、肥前国基魏郡に属したこの地域は、筑前国、筑後国との接点であり、大宰府から

南下して基山の麓をめぐり肥前国府・筑後国府へと通じる官道（点の石滋）が通る交通要衝の

地であった。 北部には大宰府の防衛ラインとして荼雄城が設置され、箪団が置かれた時期もあ

る。近世以降は長崎街道が通り、そして現在では町の中央付近を鳥栖筑紫野有料道路が南北に

抜け、東側をJR鹿児島本線と国道3号線、さらに九州縦貫自動車道が並行して通過している。
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II. 歴史的環境

ここでは原始・古代より近世に至る基山町域全体の歴史的環境を、主として現在までの埋蔵

文化財講査の成果を踏まえた考古学的側面から、時代を追って概観したい。

基山町域の1日石器時代の状況は、隣接する烏栖市や福岡県筑紫野市、小瓢市におけるそれと

同様、いくつかの丘陵上の遺跡から石器類が他時代の遺構 ・遺物包含層の混入として若干みら

れるものの、遺構や遺物包含層は確認されておらず、未だその実態が把握できていない。
じヽ うのえ "' しらさ.. "' 萩.,"' 疇んど ＂ ＇＂ 
城ノ上遺跡、白坂遺跡、 光遺跡で黒瑾石製ナイフ形石器、千塔山遺跡で熱罐石やサヌカイト

か●拿● ., ,, tt. 拿
製のナイフ形石器、台形石器、細石刃、石核や剣片が出土しているほか、金丸遺跡や伊勢山遺
鳩）

跡で若干の後期旧石器時代に属する可能性がある石器類が採集されている。

縄文時代になると、 大部分が遺物包含磨ながら、少なからず遺跡を見い出せるようになる。

この時代の遺跡はいずれも丘陵上に立地している。千塔山遺跡で早期の押型文土器、中期の阿

和式土器、晩期の条痕文土器や石器贔が、伊勢山遺跡で押型文土器や晩期の夜臼式土蕊などが.. 
出土している。また、金丸遺跡、城ノ上遺跡から石鐵、石匙などの石器類が出土し、白坂遺
., た以な

跡や立花遺跡では、晩期を主体とした遺構、遺物が検出されている。このほか遺物散布地とし
.. ,,. し てん
て丸林遺跡、天椅ゃ

た裏Cし いらあM ●

山遺跡、玉虫遺跡、一庵山遺跡などが挙げられる。

弥生時代の遺跡の分布は、各支嶺から八つ手状に派生して伸びる洪積丘陵の先端付近や、そ

れらの丘陵の間、秋光川流域に形成される扇状地上に集中する傾向が窺える。現在までのとこ
●) 

ろ、甕棺墓等が密集する墳墓遺跡の調査事例が比較的少なく、金丸遺跡、城ノ上遺跡、干塔山
., .. ,, .、 田・:,.品"*.. .. 
遺跡、玉ノ井B遺跡、箱町遺 、長ノ原遺跡など、ほとんどが後期を中心とした集蕗遺跡で占

＊び やつなみ

められる。前期の遺跡は現在のところ希薄で、前期末の遺溝が検出された柚比遺跡群の八ッ並

遺跡に隣接する金丸遺跡から土器を数点磁認しているぐらいで、 遺構の検出までに至るものは
.,,.. .. u 

ない。中期になると、長ノ原遺跡、金丸遺跡、野入遺跡、千塔山遺跡、玉ノ井 ・玉ノ井B遺跡、

笛早遺跡、菜翠遺品など、遺跡数は飛躍的に増加する。長ノ原遺跡では、烏栖市域内の調査で

中期初頭の大規模な環濠の一部が確認されている。野入遺跡は中期後半の時期を主体とする集

蕗遺跡で、多数の住居跡に伴って掲立柱建物跡が検出されている。千塔山遺跡は、後期から終

末にかけての大規模な環濠を持ち、この時期の拠点集落に位註付けられる。この丘陵の周辺部

には、派生的にいくつかの集落遺跡が存在している。墳墓遺跡としては、本竿遺跡、金丸遺跡、..心 .. <'、た .. I>りた ● が.... 
一庵山遺跡、会田遺跡、久保田遺跡、割田遺跡、 ，•町遺跡などで甕棺墓や土填茄、石棺墓が確

認されている。このうち久保田遺跡では中期から後期にかけての甕棺墓が26基検出されている

が、うち 1基から鉄剣が出土しており、近年には鉄文が副弄されていた中期末の甕棺慕 1基が． 
別に発見されている。本竿遺跡では前期末から中期初頭にかけての甕棺墓が、 また、野入遺跡

からは墳墓儀礼に伴う祭祠土器の大型廃棄土坑が検出されている。
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古項時代にはいると、低丘陵上や平野部に集落遺跡が広く分布し、平野部を1!!1む舌状台地や

山麓部の厄根上に古項が築辺される。園部谷の1111口部に形成された独立丘陵上に立地する
なかぐ .ヽ, M 
中隈山遺跡からは、古れ時代初頭の方形閃溝籾5ぷと壷棺lll,1!,liが検出された。方形1月洞砧は

いずれも粘土揖あるいは礫溝の割竹形木棺を内部主体とし、 うち2基からは小型鏡が出土して
r.,,,. うじん 』,...,.. .,,, ん

いる。干塔山丘陵上には千塔LJ.1I号m、大行神古れ、 大塚古項、 八幡古項などの5世紀末~6. .,,. 
世紀中頃の古れが立地するが、このうち八幡古積からは1引筒埴翰が出土している。また、金丸

,, " ,. 
丘陵の先端付近に位訊する上野古頃は、 tJt丘形態は不明だが、単室両袖型の横穴式石室から多

くの潤井品を伴って4体分の人1tが合葬されたままの状態で発見された。6世紀前半代の築造

と考えられ、付近には同時期の規沢を同じくする古れがもうl基あり、過去に出土した須恵岱

’‘ が報告されている。なお、宮浦谷には水田の地限があるいは全長約lOOmを潤る面に向いた大

つ"""'塑前方後l"ltJ'tの項丘 ・I.I!溝の痕跡を示すようにみえる、塚原という小字のつくij,)1所があり、将

来の確認泊査が注目される。山麓部には後期群集mが各支脈、尾根ごとに多数分布するが、と
くに園邪谷を挟んだ東西の丘陵!:には数多くの群集れがペルトいこ述なって辺営されている．
h r<~A. f<Lが み" ..,, aう
御仮田遺跡では群集tJtの中では比較的初期の古IJtが検出されたが、 1子が峠古tJ't群、亀のIJI古
,, " ・.., ら X つ..んと"' ●,hごい•しm群、 ,l,!jij,)古項群、鎌涌古t,n群、 塚ン峠古m群、皮篭石古t)l群、 、::::の絨古項群、 尿社1湘群、

.. い,, .. 
焦岩古頃群など、ほとんどが6世紀後半以降に造営が開始された群集mである．集沼遺跡とし

● I <O 

ては、伊勢山遺跡、 白坂遺跡、城ノ上遺跡、 千塔山遺跡、 玉ノ井遺跡などが知られる。このう

ち伊勢山遺跡では、5世紀前半代を中心とする時期の住居跡、貯蔵穴、祭剥遺構が検出されて

おり、とくにミ ニチュア土器や土製、滑石製の校造品が多数出土した祭祠遺隅が注目される．

白坂遺跡では6-7世紀にかけての仕居跡や大型土））tなどが、玉ノ井遺跡では6世紀前半の大

型土坑が検出されている。また、械柚贔遺森では6世紀後半の用水,11状遺構が確認されている。

古代律令国家体制のもと、基山町域は肥前国ぷi~郡となる。 隣接するi女郡とは大木川 u~
栖市） を攪としている。 甚~-郡は 「肥前国風土記」 に 「郷陸 （六）所、里十七、駅壱所小路」

とあり、 「和名類染抄」には総註 .rti自．基諄 ．｝荘.i各の五郷を挙げているが、欠落の一
匁..L 

郷として氷吉鷹が推定されている。郡術の位Illは現在のところ不明であるが、駅家は甚屁郊で
未＂ぐり あら U ながよ

ある 山口付近とおもわれる。基山山麓の荒穂神社は肥前風土記に記戴された永世社と姫社社

ともに現存する。また、条里制の遺構は現在岩坪 ・八の坪などの地名と して名残を止めている。

663年の白村江会載の敗北をうけて、お5年基山に朝鮮式山城の基財城が大野城とともに大宰府

防衛を目的として築かれる。現在、 （大型倉庫跡）礎石群、水門跡、門跡および約4kmにお

"" よぶ土81線が良好な状態で遺存しており、国の特別史跡に指定されている。甚註城から出土す

る瓦は百済系のものであるが、南麓には虻打泣窯跡、 Eら¥瓦窯跡、こう らざぎ瓦窯跡など古
代の瓦窯跡が集中して分布しており、関連が注目される。さらに、茄山より爾東方向に伸びる

丘陵の先端部付近は、とうれぎ土磁、栂各土異が築かれている。関谷土塁は時期の特定ができ

-6-



.. 
ないものの、 一部に版築状の遺構が高さ1.5km程度残存していることが確認されている。

.,, べ み●9ヽ，

中世の遺跡としては、杓子が峰中腹および中隈山一帯に困部城が、契山の中腹には宮浦城が

どの山城が存在している。 なお、一時的であるがぷ妹城も山城として使用されたものと考えら
ふ●で.

れている。この時期の集沼遺跡の潤査はあまり行われていないか、古寺遺跡では多数の柱穴に

＂ た..,,ヽにし い
伴って溝や井戸跡が検出され、翰入陶磁類も多数出土している。そのほか立花i!!i遺跡、玉ノ井

" " 遺跡、鈴町遺跡、干塔山遺跡などからも中世の遺構が検出されている。

近世以降晶山町域 （基肛郡）は、牧父郡の東半部とともに対馬藩の飛地領 (I万6千余石）
たじら

となり、田代宿に設はされた代官所の統治下におかれた。長崎街辺が整偏され、l臼5年には、

現在の括山町中心部の原形となる、木山口の小町場が街道沿いに新たに開かれている。

註
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18. 1990年に造成中に~I!.され、基山町教＂委 U会が緊必綱社を実施．

19. tlJIII 正 • 田中正弘 1990 r中隈山遺跡概報』基山町文化財箕忙報告i!I第18集 培山町教百委R会
20. 中村腑 1991 「佐賀貼基山町伊勢闘池西岸の出土遺物」 r古文化談叢J25 九州古文化研究会
21. 鏡山猛 195<1 「基山町上lf古墳」 『佐111.¥文化財襴充報告111』 3 佐只駄教有香Jl会

22. ヽJヽll1富士縞 1959 「九州古式須恵器集成 （一）」 『九州名古学』 7 •8 

匹 1991年に某山町教＂委 U会が潤た

閾山田正 1988 r鎌浦古lJI群J昂山町文化財濱五報告纂第l:l!l 基山町教冑委R会
ぉ．その他、潤元の実施された役期群集れに大塚古JJt群などがある。（山田正 1潤6 『大塚古れ群J 某山町
文化財潤五報告菖第9集基山町教汀委R会）

26. 田中正弘 ・山田iF. 1989 『東福寺遺跡J基山町文化財濱充輯告嘗第15集 船,~•rll:ff'ti.U会

切．久保llJ笞映 1938 「基山とぶは絨跡Jr佐買貼文化財箕充報告書』 6 佐賀昂教粁委ハ会

28. 荼山町教'ff苓u会編 1976 r特別史跡基駐城跡発湿濁充報告嘗』基山●rxtt項枯日査儀告冨第2策 基山町
教＂委ハ会

29.1991年に基山町教訂委U会が潟"Ji..
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第3章黒谷古墳群の調査

I, 遺跡の概璽

黒谷古墳群は佐双県三狡某郡基山町大字園部字浦田および大字宮浦字黒谷に所在する。行扱

山系の契山から附東方向に伸びる支祖から派生した屎硲約60~80mの丘陵上に立地し、東西に

広がる固部谷と呼ばれる地勢の北側丘陵部の一端を占める位骰になる。この園邪谷を挟んで北

側の丘陵上には一井木古項群、黙岩古項群など、南側丘陵上には亀ノ甲古m群、馬場古tJ't群、
鎌浦古項群、塚ン峠古項群、小林古m群など数多くの後期群集れが分布しており、 !¥I谷古れ群
は園部谷の北側丘駿に連なる古項群では最も入り口ともいうぺき東側に営まれている。

焦谷古項群は1111析作用で形成されたいくつもの入り組んだ谷によって舌状に張り出した2つ

の丘陵から構成されており、調代前は果樹L俎や茶畑として利Illされていた。今回の関在は古墳

群全域にわたることになる。半ば独立的な小丘陵になっている大きい南側をA地区、北側の疫

せ尾根をB地区とした。

A地区からは古t.ns基 （うち 1基は小石室Jfl)、B地区からは古l.J'tIぶが検出された。ここ

は以前より古lJlq~の存在が確認されており、そのうち2基 (A地区2・4号れ）はIll!ロして

おり、 1基 (A地区7号坑）は天井石の一部を霞UJさせており、もう 1甚 (8地区9号t.R}は

腰石の一部を残したのみの状態であることが知られていたが、これ以外の5基については内充

を開始し、樹木の伐採、表土除去を経てはじめてその存在が判り］したものである。石'Mはいず

れも南側に開口する。A地区の中央には主韮筵と考えられる谷状の細い柑みがあり、ここから

1~7号l.f'1それぞれに枝状に派生した辺が接税することが復元できる。なおA地区のltf据部は

僅かながら平坦面となっており、ここから小土坑やビット群が検出された。

小石亥れの8号m以外は、いずれも複哀両袖型あるいは羨道部に擬前室構造部をもっlj!.室両
袖型の横穴式石室を内部主体としている。羨辺の玄門よりのii分を両側から1:1:り）石で区画し、

副塞と同様の使用が考えられる擬前室構造部をもつ横穴式石室は、 6世紀後半の副室を持つ古

mの盛行ならびに湖室のいわゆる 「退化・ 形骸化」にいたる過程を探る上で興味深い。また、
2号mの玄室奥壁中央から叩き在めの技法による同心円文様が発見された。これは県内お例目
の装飾古t_nとして、あるいは筑後川流域に分布する同心円文様の使川例として、特異な技法の

問題も合わせて頂要な沢料である．

検出された 9甚の古項はいずれも盗掘あるいは撹乱を受けていた。 4 号項と 5•,'Jflの岱道か

らはまとまった位の土器類が出土したが、古t_n群全体としては出土遺物は比較的少なく 、石宝

内で原位辺を保っていたと巧えられる遺物はほとんどなかった。2号mから 1点m土した馬具
の饉りとおもわれる金銅製鈴や、 4 号れからUJ土した金製のlj:~や金悧製馬具の残欠などから、
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かろうじて被＃者11'lは一般的な後期群集項でイメージされるそれよりは、ある程度のクラスに

屈 したであるうということが初彿される。

古m群の造営時期であるが、 4号れおよび5・I'}項のれ丘内部から築造時の祭祠行為に伴うと
考えられる土岱が出土しており、この2基については正確な築造時期が押さえられるものの、

これ以外はいずれの古項も追葬時に取り片付けされている例が多く 、また盗掘 ・撹乱などで僅

かしか遺物が残されていないために、出土遺物から築造時期をはじめ、追＃時期も含めて古項

が桟能していた時期を推定することは鰭しい。石立型式や古墳群内での位註関係なども合わせ

て考慮すると、 概ね6世紀の第31!!1半期に 1-5号れと 9-fJ-IJlが比較的短期問のIHIに遥営され、

最後に6号mおよび7号項が6世紀末に築迫されたと考えられる。追葬は一部7世紀末まで行
われたようである。なお、 講在地区内からはわずか 1茄 (8号IJl)の残欠の検出にとどまった

が、8世紀にはいるとこの地区の周辺で小石室墳の造営が開始される。なお、この古墳群は、

園部谷一帯に分布する後期群集mとしては最も阜い時期に造営が開始されているようである。

表 l 思谷古 項群 調 'ff. 古 頃 一 ℃ 表
A地区

古れ 石哀残存状況 石寇形懲 主軸方位 床面(m環)店 石(滋m長) 玄規汎中9撲艮x(中m吏)嶋 傭 芳

1号JJI 玄室膜石のみ 両袖堕 N 6•W 78.7 5.5 2.8 X 1.98 

2'}J_n 完 ・r,. 単滋樹袖型 N切・w 73.1 4.56 2.33x 1.96 羨道に擬紺~.構造

3<}墳 全 墳 （単窒村檜？）Nl4~ 16•W (68) 9'}項とloll/JI.撲か

、1号1.n玄室天井IOI沼 単室祠袖竪 N26• W 64.2 7.2 2.8 X2.66 羨道に擬前室構造

5号墳 完 u 複私丙袖翌 N 19°¥V 76.2 5.78 2.78x2.2 

6t}IA 爬 石部分 !~ 室jlj袖堕 N 公；•w 70.5 3.84 l.75Xl.77 羨道に擬蒻室構造

7号墳 ほぽ完 {f. 単室丙袖翌 N:rl'IV 66.5 5.36 2.21Xl.68 羨道に擬前窟講追

8号lJI震石一部のみ 憤口/Jヽ石屯 N35• W 76.9 1前餃か

B地区

古墳 I石室残存状況I石室形態 主軸方位 1床面慄高戸叫 炭揆 (,n)
(m) (m) 誼中央艮x中央嶋 偏 ぢ

9号墳I玄'ii.!腰のみ11虹氾i袖贋IN33• w I 紛.5 I (5.5) J (2.8) x I船
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II. A地区の調査

本潤在区は契山から園部谷に向かって東南方向に派生する丘陵地佑の東溢部に位位する。こ

の部分は両側から開析谷が深く入り込んでいるために独立丘陵のような形状となっている。こ

の丘陵のほぼ中心部を附東方向にかけて細い窪みが谷状に走り、一つの丘陵がさらに2つの尾

根に分割された格好となっているが、現状の山辺とも大部分が原なっているこの代みを古項群

の主秘道 （はかみち）として利用したと考えられる。

それぞれの尾根に沿って北側列に4甚、南鳴列に3あのいずれも横穴式石室を内部主体とす

る古れがH7基、および小石哀れ1基が検出された。石名はいずれも南側に開口するが、輿味

深いことに1号墳と5号項以外は、南側列の古項が北側列古頃の開口方向の視界を妨げないよ

うに、あるいは南方向から古墳群を誂望するめ合に古れが煎ならないように配慮した並列関係

となっている。また、丘陵肖裾部のわずかに平坦面となったところから小土坑やビット群が検

出された。

なお、出土遺物は大部分が概ね6世紀後半から7世紀切めまでの時期紺で従えられるが、こ

れは即、築造時期～伎月1時期にはならない。それは、後述するように追葬時あるいは盗掘その

他の撹乱により築造当時の遺物が一部を除いて失われてしまっているためで、墳丘盛土中より

土器が出土した4・5号項を除いて、各古1.J1の築迩時期については石至形態あるいは古項群の

位肛関係から相対的に推測するしかないが、これについてはB地区および水呑古頃群とあわせ

て第6衣ーVで詳述することにして、各項では出士遺物 （主として須忠器の苔杯）の時期幅の

みの報告にとどめる。

1 . 1号墳

(1)位●と瑣状

A地区の2列に並んだ古項群の、北側尾根列の蚊上部に築造される。A地区全体でも紋上部

の立地となるが、丘陵の頂部よりは少し下がった位肛になり、南側尾根列＆上部の5号頃のす

ぐ行後となる。玄涵床而の臣邸は78.7mである。説査時点では完全に埋没しており、平坦な竹

林となっていた。また東側は果樹園の造成の際に削られている。

(2)墳丘・外鄭篇設

l.1'1丘は完全に失われているが、玄室中心から秘道の沿部までの距離から推定して径15m前後

の円項が考えられる。項丘基底面は東側が大き<n, 平されて段となっているものの石宅掘方掘
削面の/,',J辺は残存しており、ほぼ南北に緩やかに傾斜している。石至はこの斜面の等邸線には

ぽ直交して築かれる。/.¥11/11等は確認できなかったが、おそらく5号mのように洒側、つまり丘
陵の上方側に尾根に祖交して排水目的の弧状の1/11が設けられていたとおもわれる。
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(3)壇葬篇設

南側にIJ/l口し、主軸をN6'Wにとる横穴式石滋を内部主体とするが、石径は玄室部分の膜

石を残すのみの状態で破壊され、これ以外の主妻石材はすぺて持ち去られていた。根石の残存

状況からおそらく雨に隣接する 5号項の石当に近いものが想定できる。もっとも、石室型式は

前室を明確に張り出して構築したものか（複‘盈丙袖型）、あるいは羨道の玄1'1よりをいわゆる

擬前亥構造としたものなのか（単室両袖型）どうかは断定できない。石室揺方は9X5m程の

長lfl円形で30゚ くらいの煩斜で拙削され、砧道も一つに囲む。右腰石に沿って僅かに現位骰を

保っていた床敷石から推定すると床面は掘方底面より30~40cm上に設定している。切通し状

の双道は石室主軸から西に30・程屈折しているが、これは古項群の主砧道である細い谷状の窪

みにほぼ直角に連結させるためであろう。

石材は1E闘岩の転石を用いる。規模は石室全長S.Sm、玄室中央長は約2.8m、玄室中央幅は

1.98mで、玄室平面形態は長方形である。玄亥の奥墜および左右側壁の腰石は大型の石材を用

い、それぞれ1石からなる。奥壁は腰石に2X 1.3m程の角のとれた平面方形の儡平石 1石を

たて左右隅には転石を詰めるが、上方の目地を水平に持ってくるため右下悶はより多くの石を

詰めている。上面は2段目の石を据えやすくするため背後に石を積め平坦な面を作り出してい

る。左右膜石はいずれも似たような石材を横位に配するが、左腰石は右側壁に長さを合わせる

ためさらに手前に0.8x0.7mの台形面の石を立てている．腰石上溢はいずれも玄f'1方向に斜め

下方に走るが、 左躾石はこれにあわせて目地が通るように石を積んで平らな面を作り出してい

る。袖石は左右共に欠失するが、左側は柱状の袖石を立てるために内径O.Sm程に礫を閲状に

配して根石としている。

(4)出土遺物

出土状態

遺物は埋森当時の原位化を保っていたものは全く無い。玄室や秘道部から少紘の土器片や金

属製品の残欠が出土したほかは、大部分が廷道東側の斜面に、石室を破壊し石材を持ち出す時

に投げ込まれたとおもわれる小塊石や小礫に況在していたものである。

須恵器

I ~11は杯西、12~14は笠。IO.IIのみ天井部が残存し、ヘラ記号がある。10はいわゆる赤

焼き。9~11は口緑溢郎をやや外につまみだす。12はかえりがれに立ち、壷西の可能性がある。

15~22は杯身、 23~26は杯。いずれも底部を欠<.26は口緑が直に立ち、体部が屈曲する。 切

-34は甜杯。切は杯部｝ャ、段を持つ。 28は脚上部、 3方透かし。 29~34は脚褪部}to3.5~37は

平瓶。3.5. 36は口頸部、 37は体部。 38•39は脚付壷．おは口緑部、 39は脚部の破｝ャ、段を持つ。

-11一
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40は壷査。41は器台の端部片。口緑は内に曲り、溢部はやや斜めに面を持つ。3条の櫛描列点

文を挟んで沈線がはいる。

これらは1'K43-TK46型式 (1118新-v期）に相当する。

土師器

42は杯。僅かにたちあがりの段が残る。43は邸杯の杯底部。

金属穀品 ・装牙具

44は鉄鏃の顕部。45は刀装具．把元金具の部分で、端部を鍔側は外に、柄1l11は内にそれぞれ
の＊

折り曲げる。46は鉄繋。小型の突き繋で刃部幅1.0cm。穂先が内に折れ曲がる。47は鉄芹。布

袋鉄斧で有訂式。西刃で全長9.5cm、刃部幅5.1cm、袋部は内口径2.Sx1.0cmの長方形で長さ

は4.0cm程である。48は鉄楔。丙刃で全長10.1cm、刃部幅1.8cm、甚部の幅2.5cm049~51は

馬共の残欠。玄室より出土。 47、48は留金具で鉄地金銅吸り。49は舷か絞具の破片。52は耳聞。

玄室より出土．州地金張りで、横幅3cm、径0.6cm、重さ10.Sg。
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2. 2号墳

(1)位量と珊状

調充区北側尾根列の 1号項に次いで2番目に位駐する。玄玄床面の探?.l,は73.lmである。同

列の西側、上方約30mに1号積が、束側、 下方約25mには3号れとほぼ阿問屈で築造されてい

る。潤査前は周囲一帯が米樹隅になっていた。1.It丘は大幅な削平と撹乱で全く原形をとどめて

いないが、 石室は右側がn,平で石材を露呈していたものの、完存しており、茨門部は人がかろ
うじて出入りできる程の似で開口していた。旧地権名からの聞き取りによると、一時期石室を

みかんの仮保竹庫として利用していたそうである。石室頂邸に松と山桃の木が拍えられていた。
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(2)墳丘・外鄭篇設

石室天井石の上は0.7m程の土が戟っているが、石室批方内の裏ごめが作かに分取されるほ

かは、棺生による土壌変買も含めて、もともとの項丘盛土は全く残存していない。項丘基底面

や周溝もi'if平と撹乱が深くにわたっているために確認できない。かろうじて地山整形は尾根の

等高稼に直交して下方を平坦に削り出していることがわかる程度である。

(3)壇葬篇設

南西方向に開口し、 主軸をN24°Wにとる単室両袖型の横穴式石名を内部主体とする。石室

型式は111-室両袖型であるが、羨逍の玄門よりのところは前後を仕切石で区画して敷石を敷いた

擬前室構造となっている。石室の保存状態は良好で完存していたが、すでに羨門上部が開口し

ていた。内部は撹乱がひどい状咽で、ベルト観察による床面の陪位的な検出は断念せざるを得

なかった。潤査当初、 玄室内は人頭大の塊石が相当数散乱しており、その20~25cm下に玉砂

利敷きが僅かに残る紋終検出床面が現れた。これは追葬時に敷石を新たに持ち込んでの “床上

げ．を行った痕跡と考えられ、同様な状況は5、7号mゃ水呑6号墳の玄室でもみられる。た
だ、 擬前室部の場合は板礫の上に玉砂利が敷かれていた。あるいは7号項のように玉砂利が追

葬時に持ち込まれたのかもしれない。この “床上げ”については第61'-ーIIで触れる。石哀視

方は地山残存面から計測して6x5m程の隅丸長方形であるが、2段掘りで0.2m程ゆるやか

¥
 

。

IOm 

図9 2号墳墳丘 (I/200) 
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に下がると屈曲し、ここから5.4X4 m程になって10~20°の傾斜で掘削され、切通し状になっ

た蘇道を連接する。砧道の先は谷状の主秘道におそらく直角に連結していたものとおもわれる。

規揆は石室全長4.56m、玄克中央長2.33m、羨道長2.0mで、第2仕切石を含めると玄名と

羨道の比平は2.5:2.1とほぼ等しくなる。また、玄室平面形態は4.5:4の長方形であるが、袖

石の平面が丸まっていることを考慮すれば、むしろiE方形に近い。玄寮中央幅1.96m、天井窃

2.lmを測る。また、玄1'1手前の擬前室部は中央長0.85m、中央幅0.82m、天井窃1.4mである。

第 1仕切石は板石を床面から40cm程横位に立てて跨ぎ石とするが、擬前宴部手前は玄室袖石

とf,J規校の柱状石をたて、第1/:1:切石とあわせ前門状となる。

石材は全て花協岩を用いる。奥壁は腰石にl.9X0.7m程の石材を横位に据え、 2段目からは

10・ 程の傾斜を持たせて、1.4XO.Sm程の石を横位に積み、その上にi.2X0.5m程の横長の5

角形に近い面をもつ石材を戟せる。特筆すべきは玄室奥壁中央のこの石に1111き利めの技法によ

る外径約25cmの2煎の円文様 （同心円文）が描かれていることである。その位骰は羨門から

見てちょうど中心でかつ目の応さにくるようにlt'n-されている。これについては第6窪ー1Vで

詳述したい。この上4段は40~50cm角の石を小口に苗み上げて天井に持ち送っている。傭壁

は左右とも向様の状況で、左側児は腰石から、右鳴隈は2段目からそれぞれ15°程のば斜で天

井石に至る。腰石に2.IX0.7m程の横長石材を横位に捉え、その上にi.6X0.3m程の横長の石

材を積み、角石を駁めて補填して目地を通している。3段目からは40~50cm角の石を積み上

可

＼
 

... 

• o 

Ul()()'tL~ 'I 

2m 

図10 2号墳石室閉塞施設残存状況および天井石 (I/60) 

ー16-



已

｀ 凸

T 

凸

叱

.J,. 

。

~ 2 m 

woo-~L~ 'I 

L
11 7<1
.00m 

図II 2号項石室 (l/60) 

-17-



げて天井に持ち送る。擬前室構造部の側陪も左右同様の構造で、玄,.,および前l"J状の袖石の問

はそれぞれの間隔に合った石材を横積みにして玄室2段目上の目地に合わせる。この上は左右

それぞれl.3x0.3m、1.IX0.5m程の横長石材を横位に積み天井石を架構する。羨道手前の1ll1

壁は小型の石材を下部は平積み、上邪は横積みに雑に絞んでいる。この部分は通常天井石を架

措せずに前庭惧阻とする例が多いが、本項はこの上にも天井石を載せる。天井石は玄沼部3枚、

羨辺部3枚の6石を架構する。玄門上の 1枚は前壁と相石を兼ねる。

閉塞施設は擬前門上にある。第1仕切石内側から0.9x0.6mの板石を立てかけ、手前に礫を

1段つめるが、40cm程堆積した上に設けられるのは、辺葬時に再構築されたためであろう。

(4)出土遍物

出土状態

擬前室部より完形の小型提瓶と7J子や鉄鏃などの金屈製品が出土した。後者は敷石上に撒か

れた玉砂利の下から検出され、提瓶は玉砂利の上から検出された。この提瓶は追葬時のもので

あろうが、位終追葬に伴うものではないだろう。玄哀最終検出床面からは金銅製の鈴が 1点出

土したが、これ以外は盗掘あるいは追葬時の取り）ヤ付けにより遺物は全く残されていなかった。

g道も阿様の状況で上部より須恵器と土師器の小破片が全部で4点出土したにすぎない。

須忠器

邸は杯苔、訊は杯身。底部、 天井部回転ヘラケズリ。55は小型の提瓶。完形で擬前滋部出土。

口頸部～爪部カキ目祖整、胴部回転ヘラケズリあと都分ナデ.,;:r部にヘラ記号あり。56・57は

店杯。胎土や焼成の具合からみておそらく阿一個体であるう。56は杯部。段を持つ。57は脚褐

部。3方透かしがあり、下部に沈線を巡らす。ヘラ記号を刻む。

これらはTK209~T K217型式 (IV期）に相当する。

土師器

58は小型の瓦杯の脚部。内外面ともナデ仕上げで外面に丹塗りを施す。

金属製品

鉄鏃 (59-66)擬前室部出土。59-61は尖根式の小型柳菓型。鏃身断而は片丸。62は平根式

の圭頭型。菱形の透かしが入る。鏃身縦断面両丸造。63・64は平根式の芹箭型で簸身縦断面は

両丸造。的 ・66は平根式鏃の類部。おの関は不明餃で、椿葉型の鏃身とおもわれる。

刀子 (67.68)擬前室部出土。平造。両関だが不明瞭で曲線をなして切り込む。把元金具が

残り、茎部に木買が残存する。67はほぼ完存で全長13.8cm、把元金具から先の刃部長9.0cm、

元輻1.3cm、棟厚0.3cmを測る。68は刃部の中ほどから先を欠失するがほぼ同様である。

金銅製鈴 (69}玄室床面出土。全長3.4cm、幅2.4cm。半球状の体部を上下lJII々に以1出し、
“ん

天辺に内側から1.4cmの吊金具を取り付け、中に0.4cm程の鉄粒の丸をいれたあと、体部を接

合し、鍍金して仕上げる。下部の孔は鋳上りが悪く不明較である。馬具の飾りとおもわれるが、

比較的小型の造りであるため別の用途も考えられる。
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3. 3号墳

(1)位量と現状

詞査区北側尾根列の3lfi目に築澁される。 東側上方約おmに 2号れが9立1l'l し I• 2 • 3号積

とほぼ等llll尉に並ぶものの、釆側は石塞中心部から約15m先が4号1Jtの/.',Ii丙となり、 4号mと
は近接した位既関係になる。現状はいかにも足根を削って平坦にしたという状應で、関'ff.前は

果樹園として利用されていた。旧地権者からのIJHき取りでは、太平洋戦争末期にA地区の丘陵

の北斜面には軍の外楽庫以が多数掘られたが、関連施設を娃てるためにこのめ所を大きく月9平

して整地したそうで、この時に占れが破埃されたらしい。玄室床面の推定探?."Iiは68,n程である。

(2)墳丘・外部籍設

項丘、石室は完全に破壊され、地山整形面も大きく削平されている。ただ現状で西側は石塞

掘方底面から2m以上も段必があり、尾根に直交して下方を平坦に削り出して石室右側を中心

に項丘盛土を行ったことがわかる。径15m前後のl'JJJ'tと推定できる。

(3)壇葬籍設

石室を構築する主要な石材はすぺて持ち去られており、小礫や小塊石が石室掘方面一杯に散

乱した状況で検出された。状況からi紅側へ11/11::Jし、主軸をN14~L6°Wにとる横穴式石室を内

部主体としていることがわかる。石室掘力は底面9x3.2mの長lfll'l形で手前がすぼまって廷

逍に接続する、いわゆる羽子板形に復元できる。守邸線に直交する'J.l辺は底面幅 Imで約Sm

が23•程の鋲斜で残存するが、もともとは切通し状であったものとおもわれる。北側尾根列の

他の古れと同様に主店辺から枝状に廷辺が直角に連接していたようである。なお、この石室掘

方や蘇道の形状や規揆がB地区の後述す .l. 9号l_1lに酷似しており、9号れは本1Jlのすぐ

秤後となる位骰関係をも考慮すると、

う。

(4)出土遺物

出土状態

，つの古項は同時期同規校のものと与えていいだろ

石祖掘方内に散乱した小戟や小塊石に氾在した状態で少汰の須忠器片が出±した。

須忠器

70 • 71は杯蓋。天井部回転ヘラケズリ。70は口緑端部を外につまみ出し、 71は口給全体をや

や内に丸める。 72は椀の口緑部。 73 • 74は小ll'J.の邸杯の脚部。73は沈線を持ち、沿祁を下方へ

~illlliさせ段をなす。 75~77は央の口類部。 75は榔描波状文を 3条施す。 76 · 78にヘラ記サあり。

これらは'「K209~TK217型式 (IV期）に相当する。
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4. 4号墳

(1)位●と現状

北側尾根列に並ぶ 1~4.f}IJIの中で東溢の最下部に位位する。玄室床面の探店は64.2mであ

る。もともとは石宦がほぽ完存しており、 項丘も良好な保存状態にあったようだが、昭和57~

58年頃に、1l1l槃のため墳丘の大部分と石室J::郎が破壊されて玄室内に石材を墳丘盛土もろとも
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沼とし込まれており、潟査時は完全に埋没した状態であった。羨道部分の天井石は3枚とも残

存していたが手duの1枚は崩れかかっていたために潤査前に撤去した。

(2)墳丘 ・外部篇設

近年の開墾で1ft.丘盛土の大部分が削平されてしま っていたが、聞き取りによると破壊前は天

井石の上部で0.3~0.6mくらい盛土が残存していたようである。地山整形の状況は概ね把販で

きた。 尾根に沿ってtJl.6:l~底而を平坦に、また端部を丸く削り出して地山整形を行っている。

西側は尾根筋にれ交して1月I/Iiを弧状に掘削する。幅は1.5~1.Sm、深さは残りのいいところで

0.6m程である。尾根上方からの排水印的で設けられたものであろう。問洞は両端が屈曲する

ものの中央部ははぼ[((線的で、これから平面的m丘規校を復元すると13.5(中軸側）Xl3m 
（尾根筋側）の、隅丸方形に近い楕円形の形状となる。

(3)壇葬籍設

斜面に向かってffJ洒方向に1悧口し、 主軸をN26°Wにとる単室両袖型の横穴式石室を内部主

体とする。玄室平面ブランはいわゆる三味線胴張りの形状で、羨辺の手1iiJと1iiJ庭側限が0.5~

0.7m程の狭い紺で兵っ直ぐに伸びている。ただ、羨道の大部分は多少の広がりをもち、前後

を仕切石で区画して礫を敷いた擬前滋構造となっている。石室堀方は右閥手前が撹乱を受けて

いるが、地山整形面で7.7X6.2m程の楕円形に掘削され、蘇道部も同時に揺り込まれている。

批力揺削面は現状で石私左側 （尾根上万）が右側より Im程応く、この段差分は2段の陪段掘

り状となっている。また石室後鳴は2段掘りとなっており、この面からの計測では6.2x5 m 

程となる。切通し状となっていたと考えられる伐逍は、等石線に直交して15°程の傾斜を持ち

つつ直線的に主硲辺に連結したようである。

石材は全て花悩岩の転石を用いる。規校は石室全長が前庭傾隈も含めて7.2m、玄哀は中央

長2.8m、中央幅2.66mで、 茨道長は約2mである。擬前寇摺造部分は中央長0.95m、中央幅

1.14m、天井高1.3mを測る。茨門幅は0.7mで玄門幅はI.Omである。玄滋天井部は破壊され

ているが、IJIJ墾名の1111き取りおよび玄室に招ち込んでいた石材の状況により、天井石 1石のい

わゆるドーム型に近い形状をしていたようである。腰石の上2~4段の壁体が残存していた。

玄哀奥壁は中輪右よりにl.7Xl.7mの三角形に近い石材を立てて鏡石状とし、右側の斜めに

紹ちる部分はそれぞれの大きさに合わせてIO~SOcmの角石を釈める。左側は0.6Xl.2m程の

石材を縦位に据えて腰石とする。奥壁はss・程の傾斜で内傾しており、左右側児もそれぞれ75
~so・ 程の傾斜で内傾する。偲l限の腰石は胴張りを窓図してか、似一杯の横長石材を用いるよ
うなことはせずに、0.6~I x0.5~ I m程の石材をそれぞれ4石ずつ縦位に据えている。この

上は3~4段目まで残存していたが、2段目までは0.2~0.4x0.5~0.8m程の方形、長力形石

材を横積みにし、 3段目からは0.2~0.4x0.3~0.Sm程の方形石材を小口に積み上げ天井部に
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かけて持ち送っていたようである。床面は撹乱されているが、 奥壁と左側壁給に僅かに残存す

るような10-20cmの礫を敷きつめていたようである。

玄1"1部は左袖石に0.5xIm、右袖石に0.7X0.8m程の柱状石材を立て、この上に長方形石

材を左側壁は 1段、右側墜は2段を絞んで玄r'I粕石を兼ねる天井石を架構する。左右西袖石の

rmは床に第2仕切石として横長の偏平石を据え、左側の際IIりは石を挟んで補填する。

擬前亥構造となった茨辺は、手前両傾に玄r'I袖石と同規揆の柱状石材を立て前f"I状とし、床

には横長偽平石と礫4個を組み合わせた第 1仕切石を担える。玄門袖石との間は玄’五側阻と同

様に石材を縦位に据えた上に長方形石けを横栢みにする。床も玄室阿様10~20cmの礫を敷き

つめる。前庭側壁は0.3~0.7X0.3~0.5m程の石材を横位に据え、この上は羨道手前部分が僅

かに残存していただけであったが、小型の石材を乱雑に栢み上げていたようである。

第 J/j;り）石l:から手前にかけて1利塞施設が他かに残存していた。0.4X0.7mの板石が国れ込

ヽ

図15 4 ·~ 只nm.丘(1/200) 。
10,n 
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んでおり、状況からこれを第1仕切石直上に立てたと考えられ、手前は0.4X0.7m程の石を2

石平栢みにして両脇の院llllは礫を詰めている。羨沼～前庭幅が狭いためにこのような方法がと

られたのであろう。

(4) 111土遺物

出土状態

石室はもともとはllll口していたために、玄室からは土器の細片と金属饗品の残片が出土した

にすぎず、原位肛を保っていたのは擬前哀構造部から出土した完形の無頸壷と若千の金属製品

くらいである。絡道からは相当数の土器が出土したが、項丘盛土中より蓄杯のセットが出土し

ており、この古項の築造時期をおおよそ6世紀第3四半期に押さえることができる。

須恵器

79~84は杯苔、 95~115は杯身。庇部、 天井部回転ヘラケズリ。79と95は否杯の完形セット

で、石亥右側手前の項丘盛土中よりかぶせた状態で出土した。79は天井端部に沈線に退化した

稜が付<.95はたちあがりがやや内傾するものの口緑端部の段は明絞に付く。96になると端部

はもう丸くなっている。 100 · 113はいわゆる赤焼き。 80 · 95 · 97 ·98• 100• 102~ 104 • 110に

グ

L:65.00m 

·,. •,·--.:.: ぶ；；・. •',• · -~ 亡冗］［.. 
な心•'.'•',

．．．．ヽ,, •,•• · 
ツ・,.'• :.i, ... : .. 
.、.,、: ... -.. . .・ 

' , •,•· 

L=&t.OOm 

。
2m 

図18 4号項砥道遺物出土状況 (I/40) 
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ヘラ記号を刃む。85~93は盗、 116-124は杯。否は宝珠つまみを持つものと持たないものとが

あり、杯はハの字形の高台を伴う。底部、天井部回転ヘラケズリ。91と123はセッドで、 87・

88はいわゆる赤焼き。91は宝珠つまみをやや押し込む。119は杯部が椀のような形態で、口径

に比してやや桟い。 120は甜台が匝立気味にのびる。 90 • 92-94 • 116 • 117 • 119 • 120にヘラ

記号あり。125~132は応杯。125は有蓋高杯の様相をかすかに残し、杯部はたちあがり状に内

傾して、受け部状のわずかな段が付く 。 1 25 • 126は長脚の2段3方透かしを持ち、杯部は段が

2つある。128になると段が退化して沈線が2状巡り、脚部は透かしを持たずカキ目図整を施

す。133は磁。焼成が1すく軟買である。ラッパ状に長く外反する口新部にタテ方向の櫛描文、

胴部には沈線に挟まれて櫛描列点文を施す。 134 • 135は有蕊焦頸壷。134は擬ilil室部出土。胴

部半ばまで回転ヘラケズリ。底内面にヘラ記号。135は口頸部を欠く。胴中部に2条の沈貌を

持ち、駈部にヘラ記号を刃む。

これらはMT85~TK48型式 (IIIA新~VI期）に相当する。

土師器

136は益。須恵器の硲と同様の造りである。137~140は杯。かすかな段を残し口絃はほぼ甜

に立ち上がる。 141は1ll1。 内外面に丹塗りを施す。 142は椀。 1 43~146は応杯。 143 • 144は体底

部の悦がかすかな段の爪跡をとどめる。145は庇部カキ釦消整。146は杯上部を欠くが台付さの

椀のような形状で、短い脚に内滸した杯が付く。147は甑の把手部。

装身具 ・金属製品

148~152は耳閲。148・150が秘道、あとは玄窒床面より出土。148は中空の銅板造り金張り、

4.4g。149はおそらく純金製であるいは垂饉が付いていたかもしれない。1.4g。150(6.4g)・

152(7.1 g)は鉄芯金銅張り。151は銅地金張り、 2.4g。153は臼玉。玄寇より出士。滑石製で

径O.&m。154~156は鉄刀の残欠。玄塞より出土。 154は刀身の行部で155は茶の先端部。156

は把元金具の一部であろう。157~16Iは刀子。貶前室部出土。 157はガ部。158~160は'j)部と

茎の先端を欠失する。158・160は両角関で159は片閲。161はlJ子の金銅製の沢金具．単なるエ

共に限らず装飾を施した）］子もあったようである。162~177は鉄鏃．擬前室部出土。162~164

は平根式服袂長三角形型で鏃身部全体に刃を付ける。鏃身断面両丸造。162は服扶が大きく張

り出す。 165 • 166は平根式芹箭型で鉾先は丸みを持つ。鏃身断ilii丙丸造。167~174は尖根式小

型柳業型。鏃身断面は167.168が両丸造で、あとは片丸造。175~177は尖根式鏃の頸部。178は

弓付属金具。玄径出土。両端が円球状で中央部に木買が残.('fする。179~198は馬具の残欠。玄
し”で

、五より出土。179・180は1対の鞍金具。181~183は轡の部分。184は部位不明。曲がった棒状

の片端に別の金具が付く。185は饉り付さの鋲。186~189は紐本体。190は甚珠。鉄地金銅汲り。

半球部の復元径5.5cm。191~195は留金具。鉄地金銅吸り。196~198は対の心棠形杏築。鉄地

金銅張り。
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5. 5号墳

(1)位量と珊状

南側尾根列の最上部に築造される。丘陵尾根頂部よりはやや下がった位既になり、すぐ'fr後

には1号項が主廷辺を挟んで接している。玄室床面の襟高は76.2mで、 1号項より2.5m程低

くなる。 1号tJtは本項の陰になる格好であるが、本墳築造時に項丘が1号墳の開口部からの視

界を遮らないように配慮した形跡がうかがえる。また東裾には小石室項の8号項が位肛する。

砧辺の先は崩沼してほ状になっているが、往時は東に回り込んで6号れとの間を通り谷状の主

媒逍に連接していたものとおもわれる。石室は完存し、 l.J'tfi:もほぼ良好に残存していた。潤査

前は完全に埋没していて樹木が茂っており、樹木を伐採し浅土を絹ぐまで存在が知られていな

かった。

~ ＼
 

。

IOm 

図24 5号w.na: < 11200) 
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(2)墳丘・外郎篇設

南側尾根に沿って墳丘基底面を地山整形するが、石室掘方部分にほぼ限定して削平しており、

項丘基底面はもともとの尾根斜面を大きく改変することなく整地している。項丘は上部が1t'1生

で土壌変灯していたものの概ね良好な遺存状態であった。平面的項丘規桟は径約18mの不整円

形である。項丘盛土は尾根の斜而に合わせて設定しているために、石室右側を中心に盛土して

いる。地山整形面の石窒規方掘削面から祁さl.3~1.7mを測る。石室中心から9.2m程右側の

斜面に段を削り出してtJ'I丘裾としており、下から見上げた時に項丘を大きく見せる工夫がなさ

れている。このため項丘話は石室右1111と左側とではSm近い比高染がある。左側 〈四側）には

丘陵頂部からの尾根線を断ち切るように、 れ丘裾周1/4強程の弧状の清が巡る。幅はl.5~2m、

断面船底型で深さは残りのいいところで30cm程である。この溝は項丘頂部からの緋水目的で

批削されているようである。

u 

。

IOm 

図25 5号tJ'IJj'f丘 （封士除去後）(I /200) 
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(3)壇騨籍設

南洒斜面に向かって開口し、主軸をNl9°Wにとる複宅両袖型の横穴式石宰を内邪主体とす

る。項丘、石室共に遺存状慇は良好で石室は天井部まで完存していた。開口部は埋没しており、

あるいは未盗掘れかと期待されたが、内部はすでに相当撹乱されていた。検出時、玄亥内部は

人頭大の塊石が多数散乱しており、この10~20cm下に削室床面とほぽ何じ応さになる政終検

出床面が現れた。これは辺葬時にいわゆる ＂床上げ＂を行 ったとみていい状況だが、当初の床

面敷石はコーナ一部分に僅かに小礫が残っていただけである。

玄室平而形態は長方形を窓図し、奥壁、左右側壁とも腰石は巨石）石からなる。前室平面は

輻広の長方形で、本古項群では唯一前名として規定できる。もっとも、前門阻石は設けておら

ず、天井高は決潤と同じである。規揆は石室全長5.78m、玄室中央長2.78m、中央幅2.2m、

天井邸2.4m、wl哀中央長0釘 m、中央輻1.42m、天井為1.4m、羨l"l幅I.Im、前f"l船0.68m、

玄l"l幅0.82mを瀾る。羨道長はI.Smである。石室拙方は9x6m不整長H'il'l形で、切通し状

の駐道を同時に規り込む。蘇道は石宦中軸に対して10°程西に屈折するが、これはれ丘東隕か

ら回り込んだ王蘇辺の枝辺が連接するためであろう。

石材はすぺて花闘岩の転石を用いる。奥壁は腰石にJ5x2.3m程の巨石を横位に据え、この

上にl.5Xl.Om程の石材を横積みにし、 左側の際間に石材を充収する。3段目からは方形 ・:長

方形石材を2段横租みにし、さらに側序との段差を補填する捐石を平秘みに挟んで天井石に持

ち送る。奥壁腰石は巨石であるがその石面を巧みに利用して奥墜全体を20°~25°程の煩斜で内

傾させている。また左側9陪は20・、右側咲は15°程の傾斜でそれぞれ膜石上段から内傾する。左

右両側壁ともに同様の情迄で、腰石の上はそれぞれ長方形、方形の石けを4段横積みにして持

ち送るが、右側限がより大型の石材を用いている。

前壁は玄1"1袖石に左右それぞれJ.5x0.5m、J.4X0.7m、奥行き0.7~Im程の柱状石材を

立て、玄l"J相石は2.4x0.7m程の石面が20°程内傾する横長の巨石を架構し、この上は2~3

段小板石を平積みにして持ち送る。コーナーの椋問は小型石材を積んで補収する。玄門袖石の

問には幅ー杯に輻0.4m、”さ0.3mの石を据えて第2It切石とする。前l"J袖石は左右とも玄f"l

袖石より一凹り小さい柱状石けを立てるが、前室側限はこの前後の袖石に挟まれて腰石に0.6

xO.Sm程の石材を縦位に据え、中段は石材を横積みにし、上段は前後の袖石から左は1石、

右は2石の横艮石材を渡して玄l"J柑石を含む天井石を架構する。前室床面は10~30cmの礫を

敷く。前l"I部の第1仕切石は幅0.2m、駁さ0.3mの石を据える。羨消および1iii庭傭堅は0.6~

0.9X0.3~0.4m程の石材を横に据えてプランを設定し、この上は小型の不整石材を雑に栢み

上げる。前庭右側墜は0.6x0.3m程の石材を立てた上に小型石材を横積みにする。

天井石は全部で6枚を架構する。玄室は天井石1枚で径33x2 m程の不整桁円形の囚平巨石

1枚を戟せる。前名と羨道には5枚を架楳する。石材の投傭はところどころ?-I灰色粘Lをilil水
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防止に詰める。

閉塞施設は第 lit.切石の手前にある。当初の羨追底面より40~60cm堆積した上に設けられ

ており、辺弄時に全てを再構築したものであることがわかる。盗掘時に多少ずらされていたが、

0.8Xl.2m程の板石を立て、手前に20~40cmの礫を5~6段雑に積む。もとは天井まで積み

上げていたのであろう。ここで興味深いのは前室に0.8XJ.2m程の板石が絹れた状態で検出さ

れたことであるoこの板石は状況から当初は玄門に立てかけていたとみられるが、国れた面は

玄室床面で当初検出された人頭大の塊石が散乱していた面とほぼ同じレベルであり、 “床上げ・

時にはこの板石が前名 「敷石」になっていたようである。この玄r,板石閉塞は初葬時のものと
おもわれ、状況から玄1"1、前f"Iの同時閉痰である可能性が高い。いずれにせよ、この石室は前

室としての「桟能」が迫葬時には忘れられてi和なる羨辺としていたことになる。

(4)出土遺物

出土状態

玄＇ゑから灯 l!llilllに使川したと思われる亥町期の土師nnが出土しており、この頃より盗掘 ・撹

乱を受けていたようである。遺物は石室内からは数点が出土したのみで、大半が煤道からまと

まって出土したものである。また、 れ丘からも沿干の土器片が出土した。盛士中から出土した

蕊杯の破片から古積築造時期をおおよそ6世紀第3四半期内に押さえることができる。

須恵器

198~239は杯筏、 240~293は杯身。202と250、208と256、224と262、239と28<1が査杯セット

になる。202・226・233・以8.お0・255・291はいわゆる赤焼き。199~200の杯蓋と240の杯身

は項丘1区盛土中出土。199・200は天井雌部に沈線を巡らして稜を浮かび上がらせるが、 201

になるともう沈線を巡らすだけである．ともに口縁端部内傭に内傾しない段をヨコナデによっ

て付ける。240はたちあがりが内傾し、口緑端部を丸＜／士上げる。294~296は椀。294・295は

平底で296は丸底。297~304は店杯。297は杯部に段を持つ。298の杯部は口緑f{[下までカキ目

潤整。 298 · 299の杯底部には．刻み目文を施す。 300は小型の高杯。 305は¼i!硲0 307に伴うもの

であろう。306~308は布益無類壷。309・310は駁。309は口類部が短く外反し、穿孔部の周囲

は粘土紐を巻くが、造りは311の長顆屯と同様である。311~313は長頸笙。313は底部3方向に

同種のヘラ記号を刻む。3M・315は台付長頚壷。315は脚裾部のみ。脚部の段は314は不明較だ

が、 315は明瞭に付く。316~319は平瓶。316は口頸部が中央に付き、直口巫状となる。訂郡に

刃み目で綾杉文を巡らす。320は提瓶。口類部を欠く。庇部4ヶ所に粘士片を貼付して焼成時

にすわりを良くしたのがそのまま癒~"1 して残る。 32 1~326は虔。

これらはMT85~TK217型式 (IUA新~JV期）に相当する。

±Ali器

327~331は窃杯。332は短顕壷。333・334は椀。335は土師OJI、庇部糸切り離し。
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5号墳出土土器 6(1/4)および装身具 ・金属製品 (1/2)

装身具 ・金属製品

336~338は耳環。336は鉄地銀張り、 12.6gO 337は銅地金張り、 5.2g.338は鉄地金銅張り、

5Ag。339は管玉。碧玉製。片側穿孔で長さ2.5cm、幅0.9cm。340~342は鉄鏃。340は平根

式斧箭型鏃の鏃身先端部で鏃身断面両丸造。341・342は尖根式鏃の頸部片。343は留金具。Jlj

途不明、両側を欠失する。幅3.0cm、鉄製で4ヶ所を小鋲で留める。
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6. 6号墳

(1)位量と環状

調査区雨側屈根列の2番目に位既する。玄互床面の探麻は70.5mである。石奎中心から匹側

15mlこ5号項の項丘裾、東側はIOmで7号項の周溝にあたり、やや7号m傭に苺る。項丘およ
び石当上部構造を欠失し、完全に埋没していた。隣究前は一帯が茶畑となっていたが、玄室の

其上にあたる位註に古項があったことの目印のためか一抱え程の塊石が位かれていた。廷道の

先は崩稽してほ状となっている。

(2)墳丘 ・外郎篇設

積Ji:は完全に削平されて跡形もない。尾根に沿って石五趾方および切通し状の秘辺を批削し

ているが、地山整形は現状ではもともとの地形を大きく改変することなしに整地しているよう

である。廷辺は羨追および前庭側壁も含めて、 主軸から15°程右側 （東）にそれるが、これは

束に回り込んで7-l}J.ttとの問を通る主騒道の枝辺が連接するためであろう。

(3)壇騨籍設

南1l!1の級斜面に向かって開口し、主軸をN26'Eにとる爪哀円袖型の横穴式石当を内部主体

とする。腰石を主とした下段構近のみ残存する。玄困平面形態は奥にややllllくもののiE方形を

ヽ

入ーマ

図35 6乃l1'1項丘 (I/200) 。
JOm 

ー45-



意図している。羨辺都は玄室主軸よりも1s0右側 （東）にそらして構築しており、玄l"lよりの

ところは前後を袖石と仕切石で区画して床石を敷いた擬前室構造となる。石室批方は石哀構築

ブランに沿って揺削される。4.Sx3.2m程の不整楕円形で、切通し状の謀道を連接する。規模

は石径全長3.84m、玄室中央長1.75m、中央椙1.77mで、擬前室部は中央長0.46m、中央幅

0.64mを測る。
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石材は全て花協岩の転石を川いる．奥壁は腰石に0.9x0.8m、i.0X0.7m程の2石を据える。

側限の験石は左右とも同様で2石よりなり、奥はi.O~J.2X0.7m程の石材を横位に、手前は

0.5~0.7x I.O~l.2mの石材を縦位にそれぞれ据える。左側壁は奥の腰石の上にl.QXQ.4m程

の石材を横積みして目地を通す。玄室床而は掘万底面より 9Cml前後盛土した上に設定する。

敷石は饉かに残存するのみであるが、 10cm未満の小練を敷き詰めていたようである。玄J"J部

は左右袖石ともl.OxO.Sm程の角張った柱状石材を立て、第2仕切石を配する。玄門幅は0.52

mである。擬前室構造邪は玄J"I袖石の手前に同規模面の柱状石材を立て前門袖石状として、第

1仕りJ石を据える。前後の袖石の間は小石材をヽJヽロ積みにし、床面に20~30cmの既を敷く。

朕前門幅は0.51mである。羨道およびi府庭側壁は玄室腰石中位くらいからO.l~0.5mの石材を

雑に積み上げる。笈門紺は0.7mを瀾る。

閉塞施設は擬前門手前から羨道一杯に設ける。0.7x0.4ru程の板石を擬前門に横位に立てか

け、この応さまで土を盛って板石を安定させて、上に0.2~0.<lm程の石材を雑に積む。この盛

土のセクションを観察すると、 擬前室床面と同じレペルで小割石を散見し、初葬時はここから

石を栢んでいたのが、追葬時には盛土した上から積むようにしたことがわかる。もっとも、こ

の状況は砧道にかさだされた遺物のレペルとも対応するため、むしろ追杵時にはこの麻さまで

る閻逍が堆積していたと捉えるぺきかもしれない。この場合、擬前哀部は迅葬時には意味を失っ

ていることになるが、いずれにせよ、追葬は2回以上行われていることが確認できる。
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(4)出土遺物

出土状態

躾逍から検出したものと、は道先の崖状に崩落した部分から採集したものとがあるが、いず

れにせよ迫葬時に石室からかきだされたものである。石室からは遺物が全く出土しなかった。

須恵器

344~350は杯苔、351~354は杯身o348の天井部と354の底部は回転ヘラ切り未凶整で、あと

は底部、天井部回転ヘラケズリ。350の口緑端部はやや内傾する面を持ち、亜森の可能性があ

る。 347 •348の天井部にヘラ記号あり。355は提瓶。口緑を欠く。把手は微かにカギ形の突起

に退化するが機能は残る。外面全体カキ目獨整、頸郡に2条の沈繰を巡らすo356は大型の平

甑で、容位は約2.H もある。外面全体カキ目図整.357は甕の類基部。

これらはTK209~217型式 (IV期）に相当する。

金属製品

碑 は鉄鏃．平根式椿葉型で、鏃身断面は身の厚い片丸造。茎部を欠く。359は平迭の刀子で、

切先に近い部分の刃部）ャ。

7. 7号墳

(1)位量と現状

1釦側尾根列に並ぶ5~7・1}Jjlの中で東端の位下部に位骰する。玄哀床面の探窃は66.Smであ

る。石哀はほぼ完存しており、潤査前は玄室天井石の一部が地表にのぞいている状態であった。

m丘は後地の削平で多少変形しているものの、石哀右側はなだらかな斜面となり、旧状の面影
は残している。洞査前は一術が茶畑として利用されていた。羨門上の天井石］石は不安定であっ

たため潤在前に撤去した。

(2)墳丘・外鄭篇設

尾根に沿って地山整形するが、尾根上方 （石室左側）および中心部は石窒掘方部分にほぼ限

定して整地しており、もともとの地形を大きく改変しない。尾根に直交して弧状の溝を掘削し

ている。持水目的とおもわれ、 1.2~1.Sm、断面船底型で深さl0~20cm程が残存する。tJ'I丘

裾部は地山を半円形に削り出して整形する。すなわち玄室中心から右側で5.2m、後側で6.7m

程の斜面に、地山を整地した段を巡らして積丘裾とし、下から見上げた時に項丘を大きく見せ

る工夫がなされている。これらから平面的墳丘規揆を復元すると、長軸 （石室王軸側）12m、

短軸!Om程の不整楕円形となる。tJ'I丘岱土は削平、流れ蕗ち、あるいは拍生による土壌変買に

より、石室裏ごめ部分を除いて多くはもとの状態を失っていた。m丘鋸は石立右側と左側とで
は2.3m程の比応染があり、右側を中心に盛土するが、現状からm丘は石室部以外はそれほど
盛土しないで、 地山斜面を最大限に利用したようである。

-49ー



(3)壇葬籍設

南西方向に開口し、主軸をN37°Wにとる単室丙袖型の横穴式石宙を内部主体とする。羨道

玄l"Jよりは擬前室構迩となる。玄室主輪に対し、擬前室部を含めた茨道主軸は10°、秘道部で

は20・右（東側）に屈折するが、これは5~6号項同様に糾辺の先を項丘右裾に回り込ませて

主る問道に連接させる意図が石室構築当初よりあったためであろう。玄室平面形態は長方形で、

ほぼ同時期の築造ながら上方に隣接する6号れがiE方形ブランであることを考えると興味深い。

潤究当初玄室内は人頭大の塊石が多数散乱し、その20~30cm下に部分的に10~30cmの儡平礫

と玉砂利が託在して残る初葬時床面が現れた。これは追葬時にいわゆる“床上げ”を行ったと

名え得る状況で、また、擬前哀部は礫の上に玉砂利が霰っており、・床上げ• llilに一度追葬が

行われ、玉砂利による敷石の貼り頂ねがあったことが窺い知れる。規揆は石室全長5.36m、玄

ヽ マ 。
IOm 

図39 7 ¥} t.tl tJt丘 (1/200) 
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径中央長2.24m、中央幅1.68m、天井邸1.9mで、擬JP/室部は中央長0.74m、中火幅0.75m、

天井応1.2mを測る。茨逍長は2.9mである。石宝規方は6.5X4m程の不整隅丸方形で、前庭部

は狭まり切通し状の廷道を同時に1訊9する。石哀床而は1配方底而より30cmほど上に設定する。

石材は全て花協岩の転石をJlJいる。玄室奥壁は左側に IxO.Sm捏の石材を縦位に、 右側に

l X0.7m程の石材を横位にそれぞれ据えて膝石とする。右側はさらに横長石材を横積みして

目地を揃えるが、この石材の右下部および腰石はうまく噛み合うように多少の加工を施す。中

段からは20°程の傾斜で内煩する。40~50cm角の石材を3段積み上げ、この上は横長石材を横

積みにして持ち送り、凩J::段は割石を噛ませて天井石を架栴している。左右側壁は同様の構造

を持ち、 左側態は25•、右側限は 10°程の傾斜でそれぞれ中段から内煩する。腰石は IX0.7m 

程の石を横位に2石づつ並べて据え、中段は長方形石材を4段横積み、上段は方形の小型石材

を2段小口に栢み上げて天井石に持ち送るが、同様の石材が揃わなかったのか、中段から上は

目地も揃わず、とくに左側峡の梢み方は粗雑な印象を受ける。

玄l''l部は左右袖石とも Ix0.5m程の角張った柱状石材を立て、床而には第2仕切石を配す

る。玄門幅は0.58mである。擬前室構造部は玄l"l袖石の手前に同規模面の柱状石材を立ててjji/

門状とし、第Jf:tり）石を配する。前門幅は0.68mを測る。この前後の袖石の上に横長石材を渡

し、割石を噛ませて天井石を架構する。羨逍および前庭側竪は、前庭右側壁が最下部を残して

崩れていたものの、左右同様の構造で小石材を雑に積み上げて構築する。右側墜は下部に横長

石材を2段積んでブランを設定するが、左側整は下部から雑に租み上げている。ただ、両側と

も羨辺側'I!と前庭偲l限は積み方が相違しており、別俯に積み上げたことがわかる。羨門幅は

0.54mである。天井石は玄冦部2枚、前壁および玄門街石を兼ねる2枚、羨逍部に3枚の7石

を釈構するが、いずれも比較的薄く小規校な石材を使用している。羨l"J上の一枚は一段上がる。

閉寒施設は擬訓"l部第Jtt切石の手前にある。0.8x0.6m程の板石を立て、IUIに割石を詰め

て安定をはかる。割石にはlヽ1一石を割って両側に挟んだものがある。この手前に!0-30cmの

礫を天井まで積み上げたようである。現状は手前に崩されているものの、この棟積みの基庇而

は当切の羨道低面より70~90cm堆絞した上にあり、この閉寒施設は追葬時に全てをN構築し

たことがわかるが、これは双逍にかきだされた遺物のレベルとも一致する。また、前当には

I.I XO.Sm程の板石が国れ込んでいた。この状況は5号れと同様で、玄室の“床上げ＂後の床

面応さにほぼ一致する。あるいは第1仕切石手前の閉塞施設の上部が落ち込んだものと考えら

れなくはないが、状況は1:りに詰めたと思われる礫が両脇に2個ずつ伴っており、玄門閉塞の板

石が手前に国されたものとみていいだろう。実際に玄門に立て11!けてみるとうまく合致した。

おそらく位初の追葬時に玉紗利による敷石の貼り頂ねを行い、 2度目以降の辺葬時の “床上げ”

に伴ってこの板石を倒し、擬前径構辺の羨辺はその 「機能」を失ったと与えられる。
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(4)出土遺物

出土状態

秘道から石室内よりかきだされた土器が、擬1前室部の貼り1[(ねた敷石上から金属製品の残欠

が出土した。項丘からも土器が若干出土しているが、項丘盛土内の築造時に伴うようなものは

なかった。なお、廷道部上府から出土した土器が中、下附出土の土器よりも古いという現集が

みられたが、これは盗掘時に玄室から出された土器が況ざり込んだことにほかならない。

須恵器

360~370は杯穀、375~385は杯身。371~374は蕊、386は杯。蕊はいずれも宝珠つまみが付

かない。 360 · 36 1•370・372・376にヘラ記号あり。387~389は高杯。387・388は杯部、 389は

脚中部片で、3方の2段透かしをいれる。390は鞣。口類部を欠く。胴部に沈線に挟まれて111l

描列点文を施す。 391 は無頸亜。 胴部にヘラ記•野あり。 392は平瓶の口頸部。 内面にヘラ記サあ

り。393は瓶子。平瓶の胴中央に逆ハの字に外反する日類部を付けたような造りである。庇部

回転ヘラケズリ、顕部にヘラ記号あり。394は提瓶。胴部に比して大きな□頸部が付く。395・

396は甕。

これらはTK幻9~ TK46型式 ( IV A ~ V 期）に相当する。 3 時期にわかれるが、これは11~

窯施設および玄室床面が初葬、 追杵、 N追葬の 3 次のii~状況を示すことと一致する。

土師器

3971が和段の痕跡である緩やかに屈曲する。398~400は高杯0 401は1Il1。緑が浅い。

金属製品
402~405は鉄鏃。 402 · 403は尖根式の小型柳葉型で、鏃身断面は片丸辺。 40-1 •405は尖根式

鏃の類部0 406・407は刀子。406は刃部先端と茎沿部を欠失する。平造、両角関で、茎部に木

tiが残存する。4(11は茎部、端部にかけて細くなる。

8. 8号墳

(1)位●と現状

5号JJtの項丘南西恨に築返される。すでに大部分が破壊されており、 左奥コーナ一部分の朦

石1石ずつと敷石の一部のみ残存する。石室床面の臣窃は76.9mである。本t./tの立地する図査

区南四の斜面には地形からみて同様な小石当項がほかにも若干存在していたものとおもわれる

が、崩沼による丘悛の変形や伯林等による削平により多くが失われ、 1)/;; のみが残欠ながらか

ろうじて残ったようである。出土遺物はなかった。

(2)壇騨篇設

南西方向に向かって[J/1口し、 主軸をN3s0wにとる小石室mである。等邸線に[((交して築造
され、石哀堀方は石径規校に比較して大さく隅丸方形に掘り込まれる。現状では全体の規校を
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明らかにし得ないが、おそらく 1辺がImに満たない方形、あるいは横向き長方形ブランで、

決道が付かない横口式の小石定であろう。奥壁は手前にやや倒れ込んでいるが、 40cm角くら

いで厚さ10cm前後、 左側壁はmx50cm角く らいで厚さ 8cm前後の板石を立てている。敷石に

は、25x15cmくらいの礫もみられるが、概ね10cm前後の玉砂利を使用する。

この小石室れが追られた時期はお

そらく 8世紀代であろう。これは5

号1J'(の最終追葬 (7世紀前半）から

大きく時を屈てることになるが、項

丘内を避けた立地からみて、 5号墳

は小石室積が営まれた時期も頃蘇と

しての機能を果たしていたものと考

えられるし、また5号項の廷道に至

る主料辺の枝道がこの小石室れのuil

まで伸びていたとおもわれ、周辺に

営まれていたであろう小石室れもま

た「黙谷古項群」として 1つに捉え

ることができよう。被葬名別や葬制

の変遷を考える上で興味深い。

9. その他の遺構
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A地区爾裾は東西35m、南北5~8m程の平坦面となっており、ここからはぶ山町教行委R

会による確認潤査時に、炉跡状遺構や大小のビットが検出されている。今回の全面調在で、小

土坑や小穴を多数検出し、焼土や灰 ・炭化物がみられたと報告されている0.9X0.5m、深さ0.5

m程の 「炉跡状」小穴も再確認した。ただ、検出而の大半が泣出 ・削平で傾斜しており、周囲

の状況からこれらの性格を明らかにすることはでさない。SKOi土坑はl.5X1.3m、深さ30

cm程の悶丸方形で、土師器の甕、甑 (408~41I • 414 • 415)や須忠器の苔 (416)あるいは布目

の平瓦,1ヽ 片が投棄された状態で出上した。これらを含め、ここから出土した遺物は全て8世紀

以降のものである。確認紺査時には弥生中期の甕が出土したとあるが、弥生時代の遺構 ・遺物

は検出しなかった。ただ、 4.¥}項のl.Jl丘盛土の中から黒耀石の倒｝「や小型の窮製石芹が出土し

ており、 A地区全体を含めて、 純文～弥生時代の遺構があった可能性は否定できない。また、

太平洋戦争末期にここに軍の施設があり、検出した遺構の中にはこれに関連するものも含まれ

るだろう。なお、 3号項の南側で検出した小穴群もこれと同様の性格を持つものとおもわれる。

¥ 
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図46 A地区南裾部出土土器 (l/ 4) 

IU. B地区の調査

本岡査地区は契山南部の山純が開折されて舌状に伸びる丘陵尾根.I:に立地する。A地区とは

狭い谷を挟んで北側に位収する。丘陵の現状はかなり急峻なやせ尾根である。遺構は玄哀腰石
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を僅かに残すばかりの古れが1甚検出された。本頃は昭和の年度0)甚山町教打委ハ会の遺跡詳

細分布潟査で玄雀部分を確認したあと埋め戻されていた。

1. 9号墳

(1)位量と現状

潤在地区の丘陵尾根上にほぼ祖交して築迩される。玄室床面の歴即謡9.5mである。玄室奥

壁、 左右両壁の腰石を残して石材のほとんどが失われており 、 Ji~山町教i'f委H会の確認潤荘前

は腰石の上端を露呈するのみで大部分が埋没していた。周辺は果樹園として利）Nされていた。

(2)墳丘・外部篇設

現状では石室左鳴に項丘状の窃まりがみられたが、おそらく石材の抜き取り、持ち去り時に

全体を揺り下げたのであろうか、石名掘方掘削面の下深く削平を受けており、項丘および地11」

整形の凩跡は全くみられない。周溝も検出されなかった。

(3)壇葬篇設

玄名の膜石や根石の残布状況および石宅掘方の形状から、内部主体は南凶に向かってllll口し、

主軸をN33°Wにとる両袖型横穴式石室と巧えられる。羨辺部が比較的短く狭いことから111室

椙造であるう。もっとも、貶前'.iiil/li造部を持つかどうかまではわからない。玄室平面形態は長

方形を慈図し、玄窒長が奥壁幅の約1.3倍を示すが、前限幅に比して奥隈幅が広い台形に近い

形状となる。石宦掲方は決道部分で幅を狭めて岱道に連結するいわゆる羽子板形で、検出而の

計測で6x3.5mを測る。床面は状況から姐方底面よりも30~50cm上に設定しているようであ

る。廷道は石室主軸と同一方向に延び、等硲線にれ交する。庇面幅は50~70cmffiで、深さ10

~15cm程が残存するが、もともとは切通し状であったと忠われる。先端は崩沼していたが、

斜両に沿ってほぽ直角に谷筋へ向かっていたのであろう。

石材は?E協岩の転石を川いる。規揆は玄室奥壁幅2.13m、中央幅1.86m、前壁椙1.76m、左

側墜長2.68m、右側峡長2.68mを測り、石宅全長は5.5m程、玄宅中央長は2.8m程であろう。

玄室奥限はl.75X1.3mの大型石材を右側壁よりに横位に裾えて腰石とし｀左側の際IIりにはす

でに国れていたものの、0.4XIm程の石材を立てる。側限の腰石は左右同様の状況で、 1.2~

J.7x0.9~1.6m程のほぼ同規校の石材を2石ずつ横位に据えている。奥咽右側と右側児奥の

腰石は、目地を合わせるためか、石材底部を他よりも30cm程深く揖り込んで据える。また、

各腰石の庇辺は祖線的でないため、玄玄基底面あるいは腰石相互の隙m1には砂混じりでやや粘

nの褐色土を詰めている。腰石の内側からの根石は奥児および左側限に認められる。袖石はす
でに抜き取られているものの、左右共に抜き穴が確認され、周囲には根石が捉えられる。It切

石もすでに失われており、抜き穴も認められなかった。

出:I:遺物は石室および周辺からも全く出土しなかった。
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第4章水呑古墳群の調査

I. 遺跡の概要

水呑古れ群は佐沢県三粗甚邸甚山町大字園部字水呑に所在する。行阪山系の契山から南東方

向に仲びる支磁から派生して束端の焦谷古れ群に至る丘陵の西北側に位i'lし、北西方向に深く

入り組んで南は園部谷に開ける谷の奥部と、これを西閥から挟む、西側に小規校な開折谷が入

り込んで舌状に張り出したいくつもの丘陵上に古項が点々と造営されている。

古項群は谷の中央部、谷の位奥部の丘陵斜面、そして 3ヶ所の舌状に突出した丘陵の尾根上

あるいは斜面の、あわせて5つの支群より構成されており、この古tJ't群は地形的にみてもこの

範囲内でひとつの伐域として完結したとみていい。このうち谷の中央部に石滋が祝出していた

地点をA地区、谷に•）がり出した 3 カ所の丘陵を北からB地区、 C地区、 D地区として、それぞ

れ糾布地区を設定した。今回の謂在で谷仕奥部の支群を餘いて、内容的には本古m群の大部分
を把捉しえたことになる。

製'If.の結果、A地区から2碁、B地区から 1甚、C地区から4基、D地区から4基 （うち3

基は小石哀)1f)のJtll基の横穴式石室を内部主体とする古mを検出した。D地区の3甚の小石
'.1st.Itを除いて、古れは各々石立主軸を異にするものの、全て谷の入り口方向に向かってllllロさ

せている。汎充地区外の谷最奥部には開0した古t.ttが 1基あり、周辺にはあと数基が埋没して
いることが想定される。また、1f11田の開割時、あるいは近年のサイクリング逍路紐設の際にも

古tnが数甚破壊されたようで、谷の中央部には石玉石材に用いられたものとおもわれる巨石の

散乱が数ヵ所で認められる。こうしたことから水呑古t.tt群は小石室mを除外すると大体12~.IS
米で構成されていたようである。なお、A、C地区で検出した古れのうちそれぞれ1基ずつに

ついては、石室石材の散乱した状況を検出したにとどまり、石室｛糾社を特定できないばかりか

遺物も全く出土しなかった。したがって、潤在した古1ftに通し番勺をつけるにあたってはこの

2基については除外し、渕在区外の破壊古tJlと同じ扱いにした。

検出したII基の古mのうち、潤1i.1lifに存在が確認されていたのは石室を露皇させていたA地
区 1り・れと、すでに開口していたC地区5号項およびD地区6号頃の3甚のみで、あとは潤査

前は完全に埋没していた。C地区の3、4、5サ項と D地区6号れは石室がほぼ完存しており、

とりわけ6号tJtは項丘、外部施設までもが良好な状態で残存していた。3号l11については1/11塞

施設も完存しており、未盗掘の状態での発見となった。また、 B地区2号墳とD地区9号頃は、

天井部が崩沼していたものの、石室内部が荒らされておらず玄室を埋＃当時の状態のまま検出

することができた。3号坑と同様にいずれも紋終追葬時の供献土器 （小石径mの9号項は竹蔵
器か）が原位既で出土している．これ以外の古れはいずれも石宅内部が荒らされていた。

検出した古項は未盗視れも含めて、いずれも追葬時に以前の湖葬品等のとりかたづけを行っ
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ており、築造当初に伴うと名えられる遺物はほとんど出土しなかった。m丘盛土内からも築造
時の祭祀行為に伴う土岱などは見い出せなかったったため｀繕追などから出土した遺物からは

＊方の追葬期間の幅を理解するにとどまり、確実な築造時期を押さえることはできない。こう

したことから古t.n群の辺営時期を考えるにあたっては、石室型式からのアブローチが不可欠と

なる。出：I:した：I:岱の時期に最大公約数としての石室型式編年観を加味して判断すると次のよ

うになる。6世紀後半にまず見1,7らしのいい丘陵尾根上に6号項が築辺され、 このあと 6世紀

末~7世紀初頭頃に丘陵斜面に4r.JJJIが築かれる。引き続き7世紀前半には谷部や丘陵上に巨

石で構築された l. 5号，.nが、丘陵の裏斜面には石宦規校の小さい3号項が営まれ、 7世紀中
頃になるとさらに小型石室の2号項が丘陵尾根上に築かれる。 I、4、5、6丹tJIは7世紀中

頃～後半に、 2号mは7世紀末~8世紀初頭に紋終辺井が行われている。このあと、8世紀に
はいると丘陵の斜面に7、8、9号れなどの小石寮積が位後に点々と営まれるようになり、古

t.lt群は終店をむかえる。なお、本古m群の石室はD地区6号項を除いて、石室型式的にはいず
れも焦谷古m群に後出するタイプのものである。

表 2 水呑古項群潤在古項 ー 究友

A地区

古項 石室残け状況 石室形態 主輪11位 床面Cm標)硲 石(室m長l 玄規窒中央筏~x(中m只l`  偏 考
1号れ 玄貨後部のみ 複涵両袖堕 N2s•E 71 (2.6) x2.2 

B地区

古IJ'l 石立残存状況 石宙形態 主輪Ji位 床画慣応 石(室ml長 玄規中央戻J!x(中m史l帽 備 巧(m) 

2•}lJl 天井部崩陪 小室丙袖型 N 3'E 糾.5 2.8 l.6Xl.7 未盗掘状態で検出

C地区

古墳 石室残存状況 石宜形態 虫輪方位 床頑i慣高 石(宣m長l 玄規中央揆長X(中rn央)暢 備 巧Cm) 

3~111 完 存 米滋両袖翌 N44•E 認.2 4.9 2.0.lxl.68 未迄掘状態で検出

4'}Ill 完 存 複宜両袖型 N73'E 75.5 6.73 2.08X 1.85 

5・l}IJ! 完 存 隕潟西袖型 Na1•E 76 8 2.72Xl.83 

D地区

古項 石3(残u状況 石・ら形態 主輪万位 床面(m慣)応 石衣長 £規宝中央模)lx(中m只)帽 備

” (m) 

6号1J1.完 存 濱窒再袖型 N 5'E 邸.8 6.8 3.5 X2.3 

7号n天井郎崩紺 讚口小石'ii NI 0E 邸.2 0.8 x0.9 未盗湿状態で検1il

8号IJI 艘 石邸分 讚口小石室 N 2•i,; &Im I.I Xl.5 

91}項 屍石 一 窪 横U小石滋 N 9•E 79.3 (0.G)Xl.4 未盗湿状態で検出
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II. A地区の調査

本隣在区は南へ!Illけた谷の奥部に位位する。調査前は水田として利用されていた。玄室後部

のみ残存した古JJtI基とその打後に原位11'1が確認できなかったものの確実に古墳築造に使用さ

れたと判断できる巨石の散乱がみられた。

1. 1号墳

(1)位●と現状

谷奥部に築造される。谷の中央からやや洒に寄った位けになるのは1閲口部からの視界を名慮

したにほかならない。この谷はもともとは綬やかな傾斜地であったようだが、開田の耕作のた

めに大きく地形を変えられており、項丘はもちろん地山整形面の下深く耕されていて、とくに

畔にかかる石哀前半部分は大きく削平されて段になる。玄宣の奥壁および左右側墜と玄r,右袖
石、 奥壁側の天井石 l石と玄I''!左袖石の根石が残存していた。玄室床面の襟高は71mである。

(2)壇騨篇設

谷入口方向の南東にIJll ロし、主軸をNお•E にとる複室丙袖型の横穴式石室を内部土体とす

る。玄門手前は破壊されており、石雀全体の規模は明らかにし得ない。玄塞平面形態は長方形、

前室は玄室幅とほぽ同じで、1lil室が退化、あるいは形骸化したタイブである。規校は玄室中央

艮2.6m程、中央幅2.2mで、 天井閲は規方底面から2.lmを測るが、床面からの応さはl.8m(

らいであろう。奥壁は2X 1.8m、1'1-さ0.6m程の巨石を縦位に据えて鋭石とし、 話に根石とし

て20~40cm角の平石を添える。この上に0.4X0.8mの長方形石材を横積みし、謂石を噛ませ

て天井石を架構する。鏡石と両側限との9郊間には礫を詰める．側壁は左右同様の措造で、奥墜

よりはIXl.5~1.8mの石材を横位に、 玄門よりは0.9~1.2X0,6mの石材を縦位にそれぞれ抵

えて腰石とし、裾には20~40cm角の平石を根石に敷く。上面は目地を合わせており、この上

は長方形石材を3段横積みにする。奥壁、側竪共にほとんど内傾しない。玄r'l袖石は根石に10

~30cm角の平石を印状に敷き、残存する左側壁側は高さ1.2mの柱状石材を立てる。玄門幅は

Jm程である。9が1)石は残存しない。前室蔀分は右側の腰石を

l石残すのみであるが、手前に僅かに残る前門袖石の根石の状

況から、前名長は1.2m程であることがわかる。

(3)出土遺物

当該期の遺物は撹乱土中より須恵器の小破片が数点出土した

のみで、図化できたものは2点にとどまった。 1は西の天井部

•. ---モS-.:-

言
。

5血

恥つまみは上部を欠失する。2は杯。底部回転ヘラケズリで 図50 1号墳出土土器 (II4) 

上部は回転ナデ。いずれもTK48型式 （＂期 ）に相当する。
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2. 全壊古墳

I l}tJ'tの背後、潤査区の北側一帯に明らかに破壊された古項の残骸と思われる石材が数多く

散乱していた。中には天井石に使われたとおもわれる長さが2~3mもあるような巨石も数傾

ある。）13辺を掘り下げてみたが、石室の原位設を特定できる痕跡は検出できなかった。また遺

物も全く出土していない。おそらく 1号れの1.1後10数m程の位ll'lに同規校の古mが存在してい
たものとおもわれ、巨石を多く使用することからも 1号積とほぽ同時期と考えていいだろう。

水呑古墳群の谷部には同様な均所が他にもあり、谷部にもあと数基は古項が存在していたよう

である。

m. B地区の調査

本潤査区は水呑古ttt群を摺成する支群のうち、丘陵部の支群では蚊も奥の、1釦東力向に張り

出した丘陵尾根上に位匠する。尾根の端に近い地点で古れを 1碁検出した。

1. 2号墳

(l}位●と現状

現状では潟在区丘陵の尾根端部近くに築造されるが、この丘陵の先端は削られているため、

もともとは丘陵尾根の中位にあたる位骰になる。 玄室床面の~~は84.Smである。潟査前この

丘陵は杉の聞林に（如/11されていた。石室は天井部分が崩落していた。

(2)墳丘・外郎篇設

古れは僅かな応まりをみせて埋没していたが、 tJt丘は削平を受け、もとの盛土は全く遺存し

ない。地山整形の痕跡も確認できなかったが、現状からもともと大きな整地はなされていない

ようで、石立を覆うように不整円形の小規揆な項丘盛土を行ったのであろう。

(3)壇繹籍設

ほぼ南に1開口し、主軸をN3• Eにとる米室岡袖型の横穴式石名を内部主体とする。天井部

分は玄径内に崩沐・していたが、内部は未盗掘の状態で玄苔昧面に土器が供献された状態のまま

で残されていた。謄石のl:2-3段の児体が残存する。玄密平面形態は正方形で、羨道部を連

接せずに玄1"1袖石の外がすぐ前庭傭壁となり、したがって玄門閉塞となる。玄室床面は奥壁側

半分程にl0~10cmの礫を敷き詰めて屍床としている。玄門袖石から前庭1l11壁がlm程付さ、

繕辺部も含めて底面に礫を敷いている。等応線にほぼ直交して設定される石室掘方は、石室情

築ブランに沿って3.3x3.8m程の隅丸方形に掘削し、秘道の大半を一つに囲む。秘道は前庭側

啜—
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壁も含め、石哀主軸に対し15°程東に屈折している。

石材は全て花協岩の転石を用いる。規模は石哀全長2.8m、玄冤中央長1.6m、中央幅1.7m

を瀾る。奥壁は腰石に1.4xo. 7m程の横長石材を横位に据え、両端は小石材を蔵せて目地を合
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る。この上は長方形石材を栢み上げ、際『］には小礫を詰める。左側壁は腰石にO.SxO.Sm、

0.9X0.5m程の石材を横位に配し、上に横長石材を2~3段横積みにして、 J:段は方形石材を

積み上げている。右側児も同様で、 0.6X0.4m程の石材2石を横位に骰いて腰石とし、さらに

長方形石材を1段横栢みにして、小型石材をIトロに積み上げる．左右側壁とも石材の絞み方は

雑で、 n地の通りも不明瞭である。玄門部は左右袖石に0.6X0.4m程の柱状石材を立て、床面
には2石からなるLt:切石を配する。玄1"1幅は0.9mを測る。前庭側(¥ftは左右同様で小石材を雑

に栢む。閉痰施設は玄I'')手前からllii庭側壁船一杯に礫を雑に栢みJ:げる。

(4)出土遺物

出：I: 状態
玄室右側峡の玄門袖石側に須恵器 (4~8)が供献時の原位四のまま検出された。苔はいず

れも逆さにした状態で設かれていたがこれは筏を皿として使用していたためと考えられ、まさ

にt絣を供した状況である。この状況から屍床には右側 （束）を頭にして遺体を安肛したこと
がわかる。また、は道検出時に杯の破Jヤが 1点 (3)のみ出土したが、石室内に以前供献され

ていたものが辺井時に取り）ヤ付けされた際にまぎれ込んだのであるう。

須思器

3は杯の口緑部片。4~8の杯と五は4.5と6.7でそれぞれセットになる。囚平な宝珠つまみ

の付く蕊は口緑端部を直に折り曲げる。杯は邸台を付し、口給部が逆ハの字形にゆるやかに外

反する。8は小1D1。小戟笞の転用をおもわせるが、底部は平坦に仕上げてすわりがいい。

3はTK48親式 (VI期）に、4~8は平城 I式 (VO期）にそれぞれ相当する。

N. C地区の調査

本汎査区は水呑古1Jt群を構成する丘陵部の支群のうち、B地区に次ぐ南東方向に張り出した

丘陵上に位1l1する。 尾根の北側斜面かられ丘 • 石究ともに残存状態の良好な古項を 3 基検Ill し

た。 また丘陵先端に近い部分から、位肛の特定ができなかったが、古項 I~の痕跡を検出した。

1. 3号墳

(1)位量と現状

丘陵尾根北側斜面の、 C地区のなかでは最も高所に築造される。玄宙床面の揆店は82.2mで、

石宅は斜面の年応線に平行して築かれている。潤査前は完全に埋没しており、樹木を伐採し北

土を倒ぐまで存在が知られていなかった。米盗掘れである。

GO 



(2)墳丘・外111籍設

斜面に沿って地山整形を行うが、項丘ぷ底面は斜面のままで石室掘方掲削面以外は大き<l'flj 

らない。項丘平面形態は墳丘列石や問溝の状況からほぼ3x3m程の隅丸方形に復元できる。

もっとも、墳丘岱土の状況は上部が梢生による土壌変買等により原形を失うものの、明瞭な方

t.ttとしてのそれではなく、むしろ円tJtの様相を示す。前辺ラインは石室茨門部上にあたり、庫f

庭側墜は外に張り出した状態となる。1甜名は項形の後辺および左辺をほぼ覆うように設けられ

る。最大幅t.2m、深さは残りのいいところで20cm程である。この周洞はJ-JI丘を区画するととも

に丘陵尾根からの排水を目的とするようである。問溝に対角して石室羨r'I部から前辺右側、お

よび右辺の前半分、すなわち石雀長部分まで項丘外護列石が構築されている。列石は 1段のみ

で40~90cmの転石を据えている。｝月1/11および項丘外護列石はいずれも盛土の上に證定される。

(3)壇葬籠設

東南方向に開口し、主軸をN44°Eにとる単立両袖型の横穴式石名を内部主体とする。玄門

袖石は両側壁を僅かに屈曲させるものの明敗に張り出したものではなく 、いわゆる無袖型石当

に近い平面ブランとなるが、玄l"J部に仕切石を配することや敷石の状況、また天井高も玄f"IIA1

石の架構により玄私が淡道部より］段店くなることから、玄‘巫は明らかに茨道とは空IHIを画し

た意図で構築されている。玄室平而形態は長方形である。規揆は石室全長4.9m、玄室中央長

2.0.1m、玄夜中央幅1.68m、玄室天井応I.Sm、羨道・長2.52m、羨門幅0.96m、玄P'I幅1.2.Sm

を測る。玄塞より蚊終追葬時の供献土器が原位11'1のまま検出されたが、石寮内は半分近くまで

泥土が堆栢しており、これ以外の埋葬状況を示す痕跡は残っていなかった。

石けは全て花協岩を}11いる．玄室奥峡は腰石にI.3X0.9mと0.9X0.5m程の石材をそれぞれ

横位、縦位に据え、中段は30•程の傾斜をもたせて0.4x0.6m程の方形 • 長方形石材を3段横

口積みにし、上段は横長小石材を小1北積みにして天井石に至る。右側墜は0.9x0.4m程の石材

2石を横位に、左側墜はI.2X0.6m、0.6X0.7m程の石材をそれぞれ横位、縦位に据えて腰石

とする。右側壁の腰石の上に 1段万形石材を積んだところで玄哀3方の目地を通す。左右側壁

ともこの上は20・程の傾斜をもたせて天井石に至るが、奥壁同様に中段の2~3段は横積み、

I:段は4~5段は小口積みにして構築する。玄室床面には小礫を敷き詰める。羨辺郊は0.5~

O.Sx0.7m程の石材を3石ずつ縦位に据えており、玄I',袖石を含めてほぼ目地を通している。
この上は横長石材を3~4段積み上げる。床面は玄潟より 3分の2程をf.tり／石で区j_lijし、この

問を玄室床敷石より一回り大きい礫を敷き詰めているが、 4、5号坑の状況から、あるいは擬

前冦部としての慈図があったとも名えられる。天井石は玄:ii2枚、決辺部3枚の全部で5枚を

架構する。玄1"1上の一枚は玄l"ltl'l石を燎ねる。

閉塞施設は玄門9士切石の手前から羨消部のほぼ全体を覆っており、下tiは人頭大の転石を、

上部は小礫を積み上げる。決門部紅下は小礫がほぼ天井まで達していたようだが、奥の方は40

巡 m程の空間を残している。
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(4)出土遺物

出士状態

紋終追葬時に玄径内に供献された土器が原位匠のまま検出された。位肛は玄室右側壁の玄1"1

袖石よりの敷石上である。須恵器の蕊杯についてはこの時期の実際の使用の仕方を考える上で

頂婆な預料となるため、出士状況すなわち使用状態に即して図示している。

須恵器

9 • 10と II • 12はそれぞれ召杯のセッドであるが、かえりの付いたほうが西になっている。

13と14は杯菱の口縁を直ねて苔杯として使用している。ISは杯身を1j!.体で使用。いずれも天井

邸、底邪は回転ヘラケズリで、比較的明瞭に残る。また、これらすべてに同じヘラ記号がそれ

ぞれ天井部、底部に施され、同時期に同窯で焼かれたものであることがわかる0 16は平瓶。ロ

類部が比較的中心に近い位目に付く。これらはTK217型式 (IVB期）に相当する。

土師器

17は長頸壷。加缶で、外面に丹塗りを施す。

2. 4号墳

図釘

~ 

。

10m 
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(1)位量と現状

丘陵尾根北側斜面に築迫される。西側上方約15mには3.f}t,nが位骰し、東南側は1月溝が5号

墳の項丘に接する。玄滋床面の標応は75.Smである。m丘右側は崩落しJ甜1溝も一部切れるが、
石安はほぼ完存していた。詞査前は完全に埋没しており、 一帯が竹林でこの位肛はm状になっ
ていた。表土を除去する段附までこの古mの存在が知られていなかったが、すでに石室内部は
荒らされていた。

(2)墳丘・外鄭篇設

斜面の等麻線に対し石室主輪を45°程斜めに設定して地山整形を行うが、石室掲方掘削面以

外は大きく削らず、項丘基底面の整地は斜iliiに沿って位小限にとどめる。平面的項丘規校はJ/，l

溝から推測して1ox8 m程の隅丸長方形に復元できる。tJt丘盛土は通常の円lJ'1と同様の状況で

ある。3号項とは違い本頃は前庭側璧部分まで項丘の中に取り込むようである。周1/11は岱土の

上から設定され、れ形の後辺および左辺をほぼ覆うように設けられる。紋大幅3.2m、深さは

残りのいいとこるで40cm程である。この/.',J溝はれ丘を区画するとともに丘陵尾根からの持水

を目的とするようで、これはC地区の他の古項と1叫様である。

(3)壇騨篇設

東南方向に開口し、主軸をN73°Eにとる複室両袖型の横穴式石室を内部主体とする。天井

石を架構する茨道部は設位せず、前門加石をそのまま墳丘に内出させている。もっとも、 nil庭

側竪は比較的長く辺られており、第1仕切石から玄宙奥墜までの距離とほぼ同じとなるが、前

庭側竪の前r1手前部分は前門術石と同じ邸さまで石を絞むことから、あるいは天井石を架構し

て羨道とする慈図があったのかもしれない。玄室平而形態は第2仕切石を目安に計測すると中

央長2.08m、中央幅1.85mで、長方形となるが、玄l"J袖石による区画、特に左側閃側が不明餃

なこともあり、むしろ正方形に近いブランである。玄室府は2.2m程あり、 I.Gm程の前室より

も0.6m程応くなる。前品は中央長0.69m、中央船1.56mで横長の長方形プランとなる。なお、

羨道の両側を仕切石で区画した単亥両袖型平面ブランと判断できなくもないが、前室の天井石

は前r・1および玄1"1の柑1石に戟せる状態で架構しており、前立としての空間を明らかに意溢して

おり、副室両袖型としたい。石室捉方は部分的にしか確認できなかったが、石安構築プランに

沿って 7x3.Sm程の不整隅丸長方形に規削し、経追部にllll<。

石材は全て花協岩の転石を用いる。奥墜の腰石はl.7XJ.2m程の転石）石よりなり、その上

は35°ftの傾斜を持たせて、 0.7X0.3m程の長方形石材を3段横口積みにして天井石に至る。

左右両側壁とも腰石はほぼブラン一杯の石材を横位に据え、玄立奥墜ともども脇に石材を補填

して目地を合わせており、とくに左傭児はI.SxO.Sm程の横長石材を絞んで合わせる。腰石の

上は右側壁が200左側壁は25•の傾斜で方形や長方形石材を3段横積みにする。天井石の直下は

奥壁左右両側墜ともに小石材を 1段小口に積む。玄1"1および訓＂）はそれぞれ茄さ1.2m、幅
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0.4~0.7m程の柱状石材を立て、 この間には腰石を縦位に、さらに方形石材を 1段詰めて1,1地

を合わせ、この上は2~3段小口に栢みあげる。天井石は全部で5枚を架構する。玄室が2枚、

一段下がって玄l"I柑l石を兼ねる 1枚、前室部は一段上がり前1'1料石を兼ねる一枚で再び一段下

がる。玄室床面は地11」掘削時に露呈した花I紺岩を巧みに利用しており、不足部分は小礫を敷い

て補頃する。 前~I.Ii面は一枚のみを残して撹乱されていたが、玄基に敷いた Jヽヽ礫よりも一回り

以上大きな礫を敷いている。前I"!、玄1'1共に仕り）石を配する。

閉塞施設は筍1仕り）石から手前J.2rn程に構築される。前l"J船石直下は人が料り抜けられる

ほどの閥さが崩されていた。底面は当初の前庭床面より10~15cm上になるが、このレベルは

秘辺にかきだされていた遺物にほぼ対応することから、追葬時に全体を柑構築したようである。

J段月の奥はO.Sm程の転石を規則的に並ぺるが、あとは10~40cmの礫を雑に積み上げる。

(4)出土遺物

出土状態

前室と5収逍から土器が出土した。玄室からはJj:J;ilのほかは上器の小破片が9惰かに出土したに

すぎない。概して前室出土の土器が、 1,¥辺にかきだされたものよりも時期が古く、これらが仕

終追葬に伴うものと考えていいだろう。慈辺上侶からも新しい時期のものが若干出土したが、

これは盗掘時に玄宅内より持ち出されたものが散乱したものとおもわれる。

須忠器

18~22は杯孜、 38~58は杯身。23~37は五、 59~74は杯。18と46、幻と50はセット。20・21・

41・47・50はいわゆる赤焼き。天井部、底部が残存するものには殆どにヘラ記号が付く。杯身

の中には実際には滋で使用した可能性のある、否と身の 「逆転」移行期のものが含まれる。75

~79は小型の悩杯。75はほぼ完存し、 76は杯部、 77~79は脚裾部のみ。78の内面にヘラ記号、

79は赤焼き。80は磁の体部。81は赤焼きの応杯裕。天井部カキ目謁整でつまみを付す。82は虻

滋、 83は布蓋俎頚壷、 84 · 85は平瓶。 84は口顕部のみ• 86~88は甕 87は頸部にヘラ記号あり。

これらはTK209~TK46型式 (IV~V期）に相当する。

土師器

89は短類壷。 辺りはむしろ杯に近い。 90~94は杯。 90• 91は口緑が屈~II 、 外反して微かに段

の形状をとどめる。92~94はむしろ椀あるいは鉢に近い造りで、92はk¥:部をカキH説整でIt.I::

げる。95~101は応杯。95は長卿であとは短脚。99は脚中部を穿孔し、外面に丹喰りを施す。

金屈製品 ・装身具

102~ 109は鉄鏃。 102• 103は尖根式小型柳築型で簸身断面は｝ヤ丸辺。104は尖根式塁箭型で

鋒断面は再丸造。106~109は尖根式鏃の頚部。JIOは71子の身先端部。112は用途不明銅板。中

央に穿孔があり、縁を僅かに折り1111げる。112は耳印。玄滋より出土。鉄芯金銅張りで、径0.5

cm、幅2.1cm、頂さ6.3g。
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3. 5号墳

(1)位量と現状

丘陵尾根北側斜面に築造される。4号tJt周1/11の東南に111丘が接するが、石宅主軸の方位が違

うので両項の開口部は30m以.I::大きく回り込まなければならない。項丘は石哀右側と左側手前

が崩蕗により多少変形しており、悶1/11も一部切れるが、石室はほぼ完全な状慇で残っており、

詞牡時にはすでに開口していた。玄涵床面の探硲は76mである。

(2)墳丘、外鄭篇設

石室主軸を丘陵尾根斜而の等応線に平行して設定し、 石室掘方を掘り9する以外はもともとの

地山は大きく改変されない。項丘は平而形態を周而の形状から径14miiij後の不整円形に復元で

さるものの、右側が大きく崩れ、石室右側を中心に行っている¥Jlfi:盛土も上部が11'l生による土

壌変rtでもとの状態を失う。丘陵上方側に半1可規校の1月溝を排水目的で盛土の上に設ける。左
側手前が崩沼で切れるが、紋大糾2.lm、深さは残りのいい所で0.4mf,lである。石冦後側は4

号項を考慮して項丘が接するところに流すようにしている。

ノ

。

101• 

図72 5号t,nt_nfi: (I /200) 
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(3)壇騨篇設

東南方向に開口し、主軸をN31°Eにとる複室両袖型の横穴式石立を内部主体とする。石室

幅は玄室、前室および茨道がほぼI覗規模となり、講哀は 「退化あるいは形骸化した」タイブで、

玄l''l、前f"J共に袖石の張りは狭小である。玄径上部は持ち送りのエ法が取られないために、天

井高が低く 、前室や羨逍と同じになる。ただ、玄r'J、前f"I上は相石を架構することにより別個

の空!Ulに区画する意図は窺える。床面は若干の府低差がみられ、羨道部が応く 、そこから前'.£、

玄室と低くなる。石名腰石は玄径側墜部が横長石材を横位に据えるが、あとはいずれも縦位に

立てている。規揆は石亥全長8.0m、玄室中央長2.72m、中央幅1.83m、天井i:il.8m、前名中

央長1.4m 、 中央幅2 .0m 、 天井高I. Sm 、 羨l"l幅1. 9m 、 玄r~幅1.4m、前門幅1.2m、羨道長

I.Smを測る。前庭側壁は特に右側が長く外側に開く形となるが、この状況から主秘道はすで

に崩落しているものの、東側から回り込むようにつけられていたことが考えられる。石室掘方

は石室構築ブランに沿ってIOX4.5mの不整隅丸長方形に掘削し、蘇道部にll!lく。

石材は全て花協岩の転石を用いる。奥墜はいわゆる鋭石状で、平坦な而を持つ石材 1石より

なり、天井石との僅かな際間は割石で詰める。右偶壁は2.3x0.8mの横長石材を横位に据え、

この上にI.4X0.3m、0.8X0.6mの長方形、方形石材を広0に積み、玄l"l袖石と目地を合わせ

る。 上段は30•程の傾斜で方形、長方形石材を2段横積みして天井石に至る。左側隈も腰石が

2石になるほかはほぼ同様である。玄l"J袖石、 前室腰石、前l"J袖石および渋道の前l"lよりの 1

石は左右両壁ともに0.8~1.2m x0.6~0.8m程の柱状石材を縦位に据える。これらの上に小礫

を詰めて目地を合わせ、さらに長方形石材を 1段横積みする。天井石は全部で6枚を架構する。

玄窒に2枚、 1段下がって玄l"J柘石を兼ねる 1枚、前室 1枚、僅かに下がって羨道部に2枚で

うち 1枚は前l"l栢石を兼ねる。前庭側隈は人頭大の転石を2~3段雑に積む。玄哀、前宦共に

床面は一部撹乱されているが、l0~20cmの礫を敷き詰める。玄門仕切石は無く、前l''llt切石

は3石よりなる。羨辺床面は玄也、前室よりも一回り大きい20~30cmの礫を敷く。

閉痰施設は前門部に僅かに残存していた。人頭大の塊石を雑に積み上げていたようである。

(4)出土遺物

出土状態

lli/庭部と5遥から須忠器と布袋鉄斧の残欠(139)が出土している。石室内からは小破片を検

出したにすぎない。また、れ丘盛土内からは遺物が全く見い出されていない。

須恵器

113~117は杯蕊、 118~126は盗。1切 ・128は杯身、 129~131は杯。

113~ 1 16• 118· 1切 ・ 128にヘラ記号を刻む。 113と 1 27、 Jl4 と 1 18 、 115と 128はおそらくセッ ト

で、これらには型式差が認められるが、それぞれに絹まれるヘラ記号は同じものである （図97

参照）。 もっとも、タッチは多少異なり、複数のエ人により刃まれたことはrm違いなく ．ある

ー餃•
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いは連続して阿じ窯から供給された可能性も否めないが、石室外に一度にかきだされている状

況からみても、これらはおそらく蓋杯が型式変化する過渡期に同時に一つの窯で焼かれ、 「消

質地」であるこの古頃に供献された可能性が強い。なお、 114・118がセット関係とすれば114は

身となる。 132~134は邸杯。 132は杯部、外而にヘラ記号あり 。 133•!34は脚褪部片。 135 • 136

は平瓶の口頸部。135にヘラ記号。 137は磁。穿孔部は斜め刻み目文を施し、内側を沈線で挟む。

庇部は不定方向のケズリ。138は小型の甕。体上部はカキ目で、下部はタタキのあとナデ。

これらはTK217~TK46型式 (IVB~V期）に相当する。

4. 全壊古墳

C地区丘陵東端に近い部分の南側には、古墳の石材に用いられたと芳えられる花悩岩の転石

が多数散乱しており、中には2~3mの巨石も数偕含まれる。一術を掘り下げたところ、主軸を

N30°Eくらいにとる石室掘方状のくぽみを検出したが、これについては遺物が全く出土して

いないこともあり、断定はできないため、原位は不明の破壊古れと した。石材の状況から主体

部はおそらく 1号れや5号mのような、 前室が退化あるいは形骸化したタイブの石室．であろう。
また、この周辺から縄文早期の押型文土器）十や熱耀石の剥片が出土している。

’‘ I I , , 

図77 C地区出土押型文」：器 (1/3)

V. D地区の調査

水呑古J:fl群を構成する支群では位も南側の、谷入り口に近い丘陵上に位けする。この手前に、

もう 1ヵ所園部谷に面して東に吸り出す舌状の丘陵があるが、ここからは古mが確認されてお
らず、この地区が本古m群では最も外側の立地となる。丘陵尾根東端部から本古項群中最も築
造時期の早い古項 1 基と、丘陵基部i飢側斜面から最も造営時期の遅い小石'iii1Jt3-I,~を検出した。
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1. 6号墳

(1)位●と現状

潤充区東端に近い丘陵尾根上に築迭される。玄室床面の揉i品は85.8mである.IJlfr:、石室と

も遺存状態は良好で、すでに人がかろうじて出入りできる程の大きさで開口していた。

(2)墳丘 ・外鄭篇設

地山整形はまず尼根をある程度平坦に整地して項丘基底面を設定する。石室側壁の上段あた

りがれ丘碁底面となり、甚庇面端部には現状で右側手前部分を除いた項1月の約4分の3程に、

人頭大の塊石を2~3段積んだm丘外護列石が項丘盛土と同時に構築される。次に石哀中心か
ら半径5.5~6.5,n程の範囲で、地山を70~90cm程度不整円形に丸く削り出すが、これは丘陵

下から見上げた時に項丘を大きく見せかけると共に、傾斜をより下まで付けることで排水効果

をMめる慈図があるものとおもわれる。このためか、本mには/il!昂は設けられていない。m丘
は上部が柏生で土壌変買していた以外は隈ね残存する。石室揖方掘n,面から項頂までは約2m、
天井石からはI.Imを憫る。項丘頂部は石滋中心よりO.Sm程左庸（東）にずれる。項丘外護列

石から平面的坑丘規模を復元すると径7.Sm程の不整円形となる。なお、項丘外護列石が右1111

手前部分を欠失するのは後世に取り除かれたためであろうが、丘陵下からはあまり目立たない

位肛だけに当初から構築されなかった可能性も否定できない。

(3)壇葬籍設

斜面に向かってはぽ附に開口し、主軸をNs•wにとる複室両袖型の横穴式石室を内部主体

とする。もっとも、前滋は明確なプランを設定しなかったのか、それとも登図に合う石材が用

意できなかったのか、現状の平面は玄門および前t"J袖石のコーナーの組み合わせによって、か

ろうじて羨道より幾分広がった空J}IJを確保しているにすぎない。加えて前門旧石を設けず羨辺

と同じ天井店となることから、あるいは擬前室摺造を持ったJil室両袖型とするべきかもしれな

い。石哀は天井部まで完存するが、すでに開口しており、内都は相当荒らされていた。検出時、

玄冦内部は人顕大の塊石が多数散乱しており、この20~30cm下で築造当初の床面を検出した。

追葬時にいわゆる W、;J:げ＂を行 っており、当初の床敷石は側墜裾に小礫が饉かに残されてい

ただけである。玄宅平面形態は長方形を意図するものの、コーナー平面が整わない玄l"l袖石は、

前壁の面を持たずに玄室手Ill/がややすぼまる半ば側限状となって、幾分突き出た玄l"Jに至ると

いう変則的なものとなる。しかしながら可能な限りブランを左右対称に為すよう工夫した跡は

窺える。規揆は石亥全長6.8m、玄宦中央長3.Sm(玄1"1袖石コーナーでの計測では約3m)、

中央輻2.3m、天井科2會8mをilllる。石哀掘方は7.7X5.7m程の不整長楕円形で、切通し状の短

い絡辺を同時に掘り込む。紅道の先は競り道との関係上か東側に屈折する。

石材は全て花協岩の転石を用いる。奥隈爬石は2.2XI.Gm程の幅一杯の巨石を横位に据え、
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一貿褐色土

［コ 曲印1色腐植土

殴81 6号tJtljl丘土陪図 (1/80) 

この上は右側にI.Ix0.6m程の長方形石材を載せ、 左1J11は0.7X0.3-0.6m程の石材を2段横

積みにする。上段は小石材を3段小口に積み上げ、さらに隕石を挟んで天井石に至る。央侠は

腰石の上から30•程の傾斜で、側閃は左右共腰石から15°程の傾斜でそれぞれ内傾するが、 1J11壁

は特に上段の石積みが粗雑な印象を受ける。共に奥陪側の腰石に2.4x).Jm程の上面が手前に

傾斜する石材を据える。左llllJ'illは玄門側にl.5X0.6m程の長方形石材を絞み、隙!illには小石材
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を詰める。右1ll1竪は奥隈側朦石の上に2.5x0.6m程の横長の巨石を、互いの石材にうまく噛み

合うように若干の加工を加えて載せ、玄門側の際flりは長方形石材を3段積んで補填する。再側

墜ともこの上は大ぶりの石材を一部用いるが、 あとは長方形、方形の小石材を4~5段小口に

積み上げて持ち送る。玄l"J蔀は左右共袖石に長さJ.J~J.2m、幅0.6~0.7m、応さI.Sm程の

大型石材を縦位に姐え、この上に横長石材を前l"J袖石上部に渡し、割石を挟んで玄門札:1石を架

構する。この相石は長さJ.4m、幅I.Sm、mさ0.9m程の巨石を用い、前室部天井の大部分を
兼ねる。また、右側の玄l"J袖石に架けた横長石材は、袖石上部に合わせて下部を窪ませた加工

を施している。玄門幅は0.96mを測り、第2! 士切石を駐く。前門袖石は両illil共に玄門袖石より

一回り小規揆の石材を用いる。前室左右側肥は前後の袖石に挟まれた僅かな院間に幅を合わせ

た礫を栢み上げる。nm幅は0.8mを測る。茨門は右側にl.3X0.7m、右側にJ.2Xl.lm程の
石材をそれぞれ立て、この上は前庭側限共＾礫を雑に積み」：げる。前I'りには第1/J:り）石を区＜

が、この手前、羨r'Jにはさらに跨ぎ石を配している。これは0.7x0.5mの板石を床面から30

cm程出して横位に立てている。決門幅は0.9mである。前塞床面は大部分が欠失するが、20~

40cmの偏平な礫を敷く。第J仕切石と跨ぎ石の間も同様である。

天井石は玄1'2枚、前至、羨道2枚の4枚を架措する。玄室奥部分は4.Sx1.9mという巨石

を用いる。前門柘石を兼ねる J枚の上にはもう 1枚儡平だが同規校の石材を頂ねている。石材

の裏偶は水漏れを防ぐためところどころw灰色の粘土を詰める。
淡l"l部に閉塞施設が残存する。 Ix0.6m程の板石を跨ぎ石の手前から立てかけ、右側の隙

問には小躾を2開詰めて安定させ、手前に20~40cmの礫を2段栢む。閉寒施設の底而は当初

の前庭面より20~30cm上にあり、追＃時に再構築したようである。

(4)出土遺物

出土状態

前室の右側限lliif"Jよりから硲杯と提瓶 (149・150)が原位肛のまま出土したが、あとは石私

や古項の周辺で僅かに見い出だしたのみである。出土遺物で古項の築追時期に伴うものは見当

たらない。廷道からは土器片すら出土しなかったがおそらく蚊終追葬峙までに取り片付けをお

こなったのであろう。項丘盛土中からも遺物は全く出土しなかった。

須恵器

140は杯益。 口給端部を屈曲させる。 J41~145は筏。 141 • 142は完形で項丘左手前の斜面か

ら派なって出土した。146-148は杯。148はおそらく最終追葬に伴うものであろう。149は裔杯．

杯部に段の痕跡を残し、脚部はカキn況棺で仕上げる。150は小型の提瓶。胴部が角吸った造
りである。151はいわゆる赤焼きの椀。152は長頸型の口頸部0 153は甕の口頸部片。櫛描波状

文を施す。これらはT1{217型式～平城 l式 (IVB~VII期）に相当する。
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装身北 ・金屈製品

すべて玄窒からの出土である。!54~156は耳環。いずれも鉄芯金銅張り。157は馬具の留金

具。ほぼ正方形、鉄地金銅張りで鋲4本のうち2本が残存。158は刀子。刃部先端と茎を欠失

する。159は不明鉄製品。160は有袋鉄芹。僅かに只部が張り出す。全長9.9cm、刃部幅3.5cm0

袋部は内径2.2xl.7cmの楕円形で長さは4.2cm。左側壁の玄l'1袖石裾傭から出土。

2. 7号墳

(1)位●と珊状

調査区の丘陵西側基部の南斜面に3基ある小石室項のうち、最も硲所に位匠する。石宦床面

---_-::; 

゜
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図83 7 • 8 •9 号積位肛図 ( I /200) 
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の探祁は85.2mである。関査前、 一帯は斜而を棚田状に削り出し、段を設けて茶やみかんを放

培しており、このため各小石室項とも手前が削平されている。また、周辺には完全に破壊され

て跡形もなくなった小石哀れが数基存在したものとおもわれる。

(2)壇騨籍設

斜面に向かってほぼ南に開口し、主軸をNI0Eにとる横口の小石室である。単室肖袖とな

り羨道は付かない。項丘は完全に削平されて痕跡も残さず、玄l"lの手酎jもl'l,られて段となる。

石室は腰石と部分的に膝石の上部1~2段のみ残存する。状況から内部は荒らされていないよ

うだが、埋葬の痕跡は遺物も含めて、全く検出できなかった。周辺からも遺物は全く出土して

いない。石宜掘方は3.0x2.7m程の奥がやや広がる隅丸方形で、斜面に沿って掘削する。

玄室平面はiE方形を意図しており、規摸は中央長0.8m、中央幅0.9mを測る。石材は花巌岩

の転石を用いる。 奥l~腰石は0.7x0.4m程の小石材2石よりなり、備壁の腰石は左右とも0.6

X0.3m程の小石材を横に配する。膝石から上は奥壁と左側壁部分が仰かに残存するのみであ

るが、似平な小石材や礫を小口に積み上げて持ち送っており、天井麻はO.Gmlr,i後と推定でき

る。玄門袖石は左右に0.5x0.3m、0.6x0.6mm程の小石材をそれぞれ立てる。玄門幅は0.6,5

mである。玄室床面は敷石を持たない。ただどういう泡味か、玄窒右側陀裾に添えるように30

X!Ocmの石が此かれている。閉塞施設は底面に30~40cmの石を敷き、この上は礫を雑に訳み

上げて隣築する。

3. 8号墳

(1)位●と現状

潤査区南西の斜面、 7号積の西側約6mに位柑する。この2甚の小石室項は並んだ格好とな

るが、石室床面の閃邸は84mで、立地は7号れより1.2m程低い.IJt丘は完全に削平され、石

哀も腰石と玄門袖石部分の根石を残すのみである。手前部分は削られて段となる。

(2)壇騨篇設

斜面に向かってほぽ附に1川口し、 主軸をN2°Eにとる横口の小石室である。l的哀両袖で茨

追を付けず、閉塞施設は残存しないが玄門閉塞で間違いない。玄門は右側の袖石が袖石幅の分

だけ手前に出ている。もっとも、玄哀だけで計測した主軸はNl3°Eとなり、このめ合玄r・1部

は石当主軸に対し35•程左側 （西）に屈折することになる。石室掘方は3.2x2.3m程の屈丸方

形で、斜面に沿って掘削する。石室床而は拇方底而より20~25cm上に設定している。

玄室平面形態は横長の及方形である。規揆は中央長I.Im、中央幅I.Smを澗る。石材は花閾

岩の転石を用いる。奥壁は腰石に0.7x0.5m程の小石材2石を配し、祝には根石に30~40cm

の偏平な蝶を4石添える。左側収は腰石に0.7X0.5m程の小石材 1石を横位に既く。右側壁腰

-98-



L ~ &l.fiOm 

T 

f-¥ ('I.. 情沢分叫 \ ~ 

息
~ ,, 露 ¥ヽt・A1'1V ~ • 2m  

予..., .,...,.. 
'・----- "'. ,'.: ヽ ~,t, 1-,: .

TT  

。

[.＂ S,t.
50m 羹

l,. 

Wお'Ii!;'(

図85 8号墳石室 (1/40) 

” 



石は0.5x0.3m、0.6x0.7m程の小石材2石を配し、奥の腰石は小石材をもう J段租んで腰石

全体の目地を合わせる。膊石から上の段は奥壁部分に僅かに残されものから推定すると、小石

材や礫を雑に小口で積み上げていたようである。玄l"J袖石部分に残存する根石は、 20-40cm

程の礫を環状に配している。玄門幅は0.8-1m程であろう。

玄宦床而は奥墜から3分の2程をI0-40cmの侃平な礫を敷き詰めた屁床とする。さらに右

側墜よりに囚平な礫を2枚敷くが、これはB地区2号積の状況から、供献土器類を並ぺるスペー

スと夕えていいだろう。つまり頭位は2号墳と同様、東備ということになる。もっとも、屍床

の横幅はせいぜいI.Sm(2号墳はI.Gm)にすぎず、はたして被葬者を 「遺体」のまま横臥さ

せていたかどうかについては、9号項の例もあり、終末期古頃の石宦形態の変化、すなわち主

として石室規佼縮小化の傾向を含めて、検討を婆する。

出土遺物は/1,I辺も含めて全くなかった。

4. 9号墳

(1)位量と現状

潟'ft区の丘陵西側甚部の南斜面に位四するが、東側はこの丘陵を小規摸にJIil析した地形となっ

ており、立地的に陰になる場所に造られている。石宙床面の襟窃は79.3mで、 3基の小石室t.n

の中では位も低い位的になる。1Jl丘は石哀上部ともども完全に削平され、手前は削られて段と

なり、石寇前部も原形をとどめない。石室後半部の腰石以下が僅かに残,(tするのみであるが、

床面は幸いにも埋葬時の状況のまま残されていた。

(2)壇葬籍設

斜面に向かってほぼ南に開口し、主軸をN9°Eにとる横口の小石宙である。単当丙袖で淡

辺は付かず、玄1"1閉塞となる。玄室平面は横長の長方形で、規模は玄寇中央幅l.4mを濶り、

中央長は0.6m程に復元できる。石室掘方は前部が削平されるが、斜面に沿って 2m程の隅丸

方形に掲削したようである。石室床面は掘方底面よりも15~20cm上に設定し、玄r・i部分は袖
石の長さに合わせて床邪よりも 1段掘り下げる。もっとも、玄門の状況からは、もともと敷石

面と1りl口部に20cm程の段をつけていた可能性をも考え得る。

石材は花協岩の転石をIllいる。奥限は腰石に0.4><0.Gm、0.6><0.6mの小石材2石を配し、

左右側墜の腰石は各側とも奥壁よりの 1石のみ残存するが、 0.4><0.3m程の小石材を2石づつ

並ぺたようである。腰石は玄門袖石も含めて大体の目地が通るようにしており、この上は小石

材や礫を雑に積み上げたのであろう。玄門は破壊されて両袖石が手前に団れているが、左右に

0.4m ><0.3m、0.6mx0.3mの囚平小石材をそれぞれ立てたことがわかる。玄l"J部に儡平な礫

を仕切石状に配したようにみえるが、これはおそらく意識したものではなく、閉塞施設の一部
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であろう。玄室床面は奥壁から3分の2程に10~30cmのは平な礫を敷き詰める。屍床状となる

が、西杯が“かれていた以外、埋葬の状況を示す腹跡は全く残されていなかった。

(3)出土遺物

玄哀敷石上から硲杯の完形セットが原位はのまま蕊を被せた状態で出土した。竹蔵器に転用

したものとも考えられるが、中には粒状の鉄片が入っており、灰も含めて人付のようなものは

確認できなかった。この沿杯は中央よりもやや右よりにfl'lかれており、あるいは左側に木や布

等の有機物で造られた介蔵器のようなものがあった可能性も否定できない。

硲 (161)は杯とセッ トになっていたが、苔の口径が一回り大きく本米は別＾のものであろう。

偏平なつまみを付すが、皿に転用できるようにやや陥没させている。端郎を屈曲させて外面に

平坦な面を持たせる。天井祁回転ヘラケズリ。杯(162)は口緑をゆるやかにS字状に外反させ、

短い高台は内端面が接地する。底部回転ヘラ切りあとナデ。いずれも平城Ill式に相当する。
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第5章浦田遺跡の調査

I . 遺跡の概要

浦田遺跡は佐代梨三孜碁郡碁11」町大字園部字11n田および長~Iiに所在する。 遺跡は秋光川にそ

そぎこむ,1ヽ流によって形成された小規揆な扇状）い状の地形をなす堆栢地J:に立地し、この小流

は東西にそれぞれ黒谷古れ群と水呑古項群が位はする丘陵部に形成されるllll折谷を流下する。

従来この一帯は縄文～中世の遺物散布地として周知化されていたが、古代の布目瓦片など特殊

な遺物もみられることから、確認祖在で特に遺物を多く包含していた地区を 1区 (2.300m')、

また、土肉断面を見る限りでは版築のようにもみえる規則的な堆積がみられた小台地状の応ま

り祁分を2区 (2.200mりに、それぞれ4111.f.地区を設定して潤在を実施した。

四在の結果、 1区は潤在区全体が流れ込みに伴う遺物の包含 ・堆栢地であることを再確認し

たにとどまった。遺物は純文晩期から平安時代後期までの土器類が多数出土したが、これらに

伴う遺構は全く検出されなかった。一方2区の応まりは、水田の耕作面と与えられる附と洪水

等による砂附が交互に短期問に堆積したものと判明した。位上面からは平安後期～鎌分期にか

けての石鍋と瓦買±器を共伴する土坑が 1基検出されており、この時期にはすでに小台地状に

形成されたようである。ただし、これ以外の遺摺は検出されなかった。

1区、2区ともに顕著な遺構を検出することはなかったが、縄文晩期～中世初頭期にかけて

の各時代の登立な遺物が流れ込んでいることから、本遺跡内を流れる小河川の上流にあたる水

呑古l:J't群を構成する谷が、古m群形成期以前より生活領域として利用されてきたことがわかっ
た。また、古代の布目瓦が出土したことは、この一荀が他の一般集落とは性格を異にする可能

性がうかがえ、同時に、ぷ隷城ならびに関谷土投、とうれぎ土異あるいは古代の瓦窯跡など、

/,11辺の遺跡との関連も充分想定し得る。

II. 1区の調査

本団査区は/!I谷古項群A地区の丘陵の南側に位貯する。一帝の地形は水呑古項群を構成する

数ヵ所の開折谷から合流してきた小流 （このJIIは秋光川にそそぐ）によって形成された小規佼

な扇状地状の堆積地となるが、本潤充区はこのJIIの左岸に接し、 地形的には最も低い地帝に立

地する。標店は水田面で49-SOmである。四査前は緩やかな傾斜となった堆栢地を幾段もの硼

田に区画して利用されていたが、一惜は切水が瀬芳で湿地帯のようになっていた。

汎在地区の甚本土的は2か所で観察したが、 いずれもw灰色粘土がペースとなっており、こ
の上に粘灯土や砂買土が灼状あるいはプロック状で50-SOcm程堆積していた。これらは上か
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図87 l区濁査位社 (1/1,000)および基本土庖図 (1/50) 
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らの流れ込みによる堆積の状況を示しており、出土遺物はほとんどが砂買土の中に包含されて

いた。遺物は縄文晩期から平安時代後期にかけての幅広い時期の土器類がコンテナで2箱ほど

出士したが、遺構に伴うものはなく、すぺて流れ込み状の包含灼から検出された。遺物の包含

状況は沿位的なそれではなく、流れ込んできた段階ですでに視在していることを示している。

なお、出土した古墳時代の須恵器については、水呑古墳群の谷部の破壊古れから流されてきた

ものである可能性が強い。

m. 2区の調査

本鴻在区は当初、立地を水呑古項群D地区の丘稜からさらに東に伸びてきた先端部上に載る

ものと考えていたが、土焙断面を詳細に観察した結果、この比裔必約3mの小丘陵状の店まり

は、もともとの丘陵ではなく、全てが堆積によって形成されていることが明らかになった。

土内は暗i邪灰色粘土をペースに1'l-さ10~30cmの灰黄色砂買土と厚さ2~15cmの明黄褐色粘
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図89 2区SKOi土坑 (l/20)および出土遺物 (1/ 4) 
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竹土が交互に8~12陪、表土の下l~t.Smの厚さで規則的に堆積している。一見版築状にみ

えなくもないが、これはどうやら灰黄色砂ft:I:が水田のうわ土で、明黄褐色粘買土が床土と考

えられ、灰貨色砂釘土の附はよく観察すると■1畔の断面とおもわれる凸部が所々認められた。

つまり、比較的短期間に水田の耕作と上からの流れ込みによる堆積が位低6回は繰り返された

と判断し得る状況である。もっとも、面としての水田遺隋の検出はできなかった。

遺構は上面北鳴で土坑を 1甚検出したのみである。土坑 ($KOi)は、検出面で長軸1.6m、

短軸0.75mを測る不整長楕円形で、長軸がほぼ南北となる.l: 部は削平されているようだが、

底面は北に傾斜し、及も深い北端で深さは25cmである。埋土は淡灰黒色土である。底而一杯

に10~40cmの偏平な礫があり、中には焼けたものがあった。南傭の礫は底面から少し浮くが、

これに浪じって平安後期～鎌介期の石鍋や瓦器片が出土した。遺物はあと位J.:部の包含府から

弥生時代中期の丹塗りの筒型器台や溌などの祭祀土器片や石鏃、古項時代後期の土師器の甕片

などが出土している。これ以外に土府内を含め、 遺構 ・遺物は全く検出されていない。

以上のことから本詞査区は少なくとも鎌倉期には現状のような小丘陵状の窃まりに堆積して

いたようである。当時はこの部分だけでなく、 /MIii!全体がこの応さまで堆積しており、セの後

谷部にあたるところは流され、舌状丘陵の先端に付いた格好の本潤査区綿分のみが残って高ま

りとなったと名えられる。また、出土遺物に弥生時代の祭祀土器がみられたが、付近 （とくに

上流）にこの時期のIJl甜遺跡の存在を想定できよう。

IV. 出土遺物

(1) 1区

すぺて流れ込み状の包含附からの出土である。4は罷文晩期の深鉢底部。5は弥生中期のりせ

底部。6~16は須思器。6.7は杯身、8は椀、 9~11は科台付きの杯、 12~16は甕の口頚部。

14にはヘラ記丹が付く。17~23は土師器の甕か甑。23は甑の把手部分。JO.IIと15.16の須恵器

と19~23の土師器は奈良～平安期のものである。24は土師器の窃台椀。体部ヨコナデで、内面

ヘラミガキ。時期は10世紀後半~II世紀初め。25~30は布目瓦片。いずれも平瓦で、桶巻追り

である。27.29を除いて布目痕の大部分をナデ消す。また29以外はすべて凸面に縄叩き目が残

る。27は軟打で土師n、2.9は硬買で須恵竹で、あとは焼成差はあるがいわゆる瓦打である。時
期は桶巻造りで縄目を持つことから、おそらく 8世紀をそれほと下らないものであろう。なお、

基趾 の麓には丸林、 仁谷寺、こうらざきの古代瓦燃跡が3ヵ所確認されているが、あるいは

この付近にも瓦窯のあった可能性がある。
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(2) 2区

SKOi土坑出土

1は滑石製石鍋。森田勉分類のA群。胴中部片で、肖9り出した方形の耳の下端部が残る。内

而はT寧に研窮するが、外面はノミ腹を残す。互下端の復元胴外径は13~14cm程である。2.

3は瓦器。いわゆる瓦代土器の口緑端部片のみで、窮耗も著しく、捏鉢か揺鉢かは断定できな

い。また、口緑沿邪の形態が若干異なるものの阿ー固体である可能性もある。2は外面タテハ

ヶ、指頭痕が残る。3は内而に斜め方向のハヶ潤整を施す。

包含別出土

31~:rlは弥生中期の祭祀土器片。いずれも外面に丹塗りの痕跡がある。31~34は筒型器台で、

31は鍔部、 32は脚部、 33.34は脚褪部である。3.5は甕胴部、 36.37は聖底部。38.39は甕。38

は弥生中期の甕底部、 39の口緑部片は奈良時代のものである。40は縄文時代の石匙。サヌカイ

トの打製。41は弥生時代の打製石鏃。焦茎式でサヌカイト製である。
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第6章ま と め

今回の本調在では、黒谷古項群で9基、水呑古れ群で9ぶの計18甚の古IJtを対集とした。黙

谷 • 水呑両古項群ともに、その所属する古t.1tの大那分を今回発掘 したことになる。

すでに述べてきたように、 詞査した古墳は丘陵/{!根上、あるいは谷部の限定された範囲に築

造されているが、11.¥谷古t.1t群は見1がらしのよい丘陵尾根上にほぼ南に開口して古項を造営する

のに対して、水呑古m群は6舟項を除いては丘陵行後斜面の「影」の位既に築造するなど、こ
の2つの古t.tt群は隣接するものの、立地の条件は微妙に異なっている。また、造営時期につい

ては、当然ながら追葬期間に直複がみられるものの、全体としては焦谷古t/1群が水呑古項群に

先行している。

ごの地域の後期群集項の一相に触れるぺく、今回躙在した古項の特徴を各項目ごとに整理 ・

総括して提示することで、まとめとしたい。

I. 培丘と外部施設

1. 墳丘 ・周溝

県谷4号項、 5号項、 7号項および水呑3号lj't、4野れ、 5.¥}):J'I、6号項で項丘盛士が比較

的残存していたが、これらも盛土の流失 ・削平、あるいは栢生等による土壌変nにより、築造
時そのままの状態を保っているものはない。項丘講築の方法としては、水呑6号項が石哀.I:蔀

に小山状に盛り土する以外は、すぺて地山整形で石宙構築部分を削り取り、石宅の構築に合わ

せて買の違う土を交互に覆土して積、6:を構築している。したがって、平面的坑丘形態としては

円形あるいは屈丸の方形のほぼ左右対称となるが、丘陵斜面に覆土してlJl丘を形成する構迅上、

開口部からみた立面形慇は、下方（斜面側）により大きく 覆土した状態となり、石室天井石J.:

も覆土がl'J.<載ることはない。

なお、瑣丘築造に際して、ある段附で甕を破砕したり、杯苔などを埋納したりする祭祠行為

の事例が報告されているが、今回の謂在でも焦谷4舟m、5号JJ'1の項丘埋土より須忠器が出土
しており、築造時に祭祠行為がおこなわれていた可能性を指摘できる。いずれも墳丘埋土除去

中のため、而的な検出に失敗し、正確な位11'1および図面 ・写其筍の記録を残せなかったが、と

りわけ4号項では完形の杯森のセットが1Jj土している。

問溝は、焦谷4号m、5号項、 6号項、 7号瑣 および水呑3.¥}lJl、4号項、 5号mで確認さ
れた。これらは上方からの携水を慈図して掘I'llされたものとおもわれる。/!.¥谷4号1.Jl、5・f}積、

6号m、7号mの周溝は、半円形に巡るいわゆる馬蹄形溝で、いずれも丘陵尾根斜面に阻交し
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て築造される古mの上方に位はしている。水呑3号憤、 4号れ、5f}tj'tの周溝は、斜面に平行
して古れが構築されるため、3、4号項では上方からの緋水をカバーするため、後ろ側および

左側まで周溝が巡らせている。

2. 地山整形

今回の潤査では、基本的にすぺての古頃に対して、地山整形の状況を確認することができた。

地山を削ってm丘拓底となる平坦面を闊保し、さらに石窒掘方を掘削し、石室を構築しながら
m斤盛十を行う、という一般的な方法をとるが、築俎場所の設肛意図によって変化がみられる。
尾根上に築造する焦谷古項群では、尾根に直交して地山を削り出して平坦面を作出するのに対

して、水呑古.1Jt群では、 C地区3、4号mが丘陵斜面に平行して平坦面を削り出して地山整形
を行っている。両古頃群ともに、石滋主軸方向が丘陵斜面のコンターに合致する古項がないた

め、地山を大きく馬蹄形に掘削したようなものはみられなかった。石室堀方は、ほとんどの場

合が比較的狭い廷辺と一体で掘削されている。

なお、熱谷4号墳、 5号項、 7号れなどでは、さらに手前部分（東側褪部）の地山を大きく

削り出して、 視笈的に)j'tfi:を実際の盛土以上に大きく 見せる工夫が施されている。同様に水呑

2号項も墳丘は残存していなかったが、これも下から見上げた均合の 「見せかけ」の大きさを

意図した痕跡が窺える。

3. 墳丘列石

水呑3号れ、 6号t.ttの2基に項丘列石がみられた。いずれも外護列石で、項丘盛土の流失を
防ぐことを目的とするとともに、項丘裾部を整える役隕をも果たしている。6号墳が地山を削

り出して石を秘み上げているのに対して、 3号項は、周溝とともに盛り土の上から構築してい

る。水呑3-1]-t_nは、隅丸方形のm丘平面形態の開口部右側手前部分に問溝に対角して前辺右側、
および右辺の前半分、すなわち石室長部分まで40~90cmの転石を一段のみ据えて構築する。

列石がこの部分のみしか配註されないのは、この部分が位も項丘盛り土が流出しやすいからで

あろう。水呑6号れでは、石室中心から4m程のところに人頭大の塊石を2~3段絞んで、開

口部左側を餘いた、約4分の3程を巡る墳丘外護列石を構築している。地山を不整円形にl'Iが9

出した範囲が5.5~6.Smほどであるから、平面的項丘規揆としてはかなり項丘基底面の内側に

列石を巡らしている。
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II. 埋葬施設

1 . 石室形態

黒谷 ・水呑両古項群の18基の古項は、いずれも横穴式石室を内部主体とする。単室両袖型が

8粘、複室両袖型が6基、横口式の小石室が4基で、ほかに不明のものが2基ある（図93参照） 。

横口小石室を除き、今回四査したこれらの横穴式石窒は、石窒平面形態から以下の3つのタイ

ブに分類することがでさる。

a. 玄室ブランが長方形の複宣胃袖型 黒谷5号項、9号項および水呑1号項、 4号項、 5

号坑、 6号項。媒谷9号項については石室堀方と残存膜石の状況からの推定。水呑1号tJt、5

号れは、玄室幅と前室幅が1司じで、 小規校なfJ:切り石と袖石のみで区栖し、壁面は大型の石材

を縦にして惰築している。水呑6号項は不整形な袖石を用いるために、前室プランが不明瞭．

b. 玄宣平面ブランが長方形の皐室胃檜型 黒谷7号m
c. 玄室ブランがほぽ方形の皐宣胃檜型 黙谷2号項、 4号項、 6号nおよび水呑2号tJ1、
3号項。水呑2号れは羨道を連接しない。3分れは玄室幅と羨道幅がほとんど変わらず、玄門

袖石が不明瞭．

黒谷2舟項、 4号項、 6号項、7号項の単哀両袖型石室について、今回の報告ではとくに

「淡道玄哀よりに擬前宣構造をもつ単室両袖型横穴式石室」とした。これは、この敷石をもっ

部分を、そもそも石哀平面形態のみで単純に羨辺前半部あるいは羨逍後半部として羨辺の一部

と理解するのは不十分であり、単なる通路とは画した供献の空間として意滋されていたはずで

あり、さらには明確な副室精造をもつ石塞1::~る過渡期のものとサえるからである。ここで、

いわゆる訊室 （前室）の条件として、(I)敷石、仕切り石および袖石により稽追的に爪純な羨

道とは区別できる。(2)平面的にも羨道とはあきらかに横幅の広がる空,mを布する。(3)天井部
においては前後にOO石を架構することにより羨道とは一段窃くなる。としたら）合、 擬jjij室構造

は(I)の条件を十分に満たしている。焦谷古tJl:群にみられるこうした擬前寇構造をもつ単私両

袖型横穴式石室は、いわゆる複室jil1袖型横穴式石也盛行の初期における、石室構築集団の地域

的特徴あるいは石材の布効的利m<あるいは手抜き?)tf{, による複宦両袖型横穴式石宜の一亜

浚と考えることができる。もっとも、「擬前窒」として慈誠されていたのは、築逸ー初葬当時

だけで、追葬時にはそれらは埋もれてしまって本米の機能を果たさず、れに淡道としてのみ利

用されており、 「前室」の存在意味が蚊終追葬の頃には失われてしまっている。
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2. 閉塞施設

焦谷2号項、 4号項、 5号墳、 6号J-Jt、7号項および水呑2号t.It、3号項、 4号項、 5号m、
6号墳で閉塞施設が残存していた。

閉痰施設は2つのクイブに分けられる。一つは、羨門邪に板石を立てかけ、その手前に20~

40cmの礫を積み上げるもので、焦谷2号tJt、5号m、6号項、 7号項および水呑6号れがこ
のクイ プである。これらは、いずれも最終追葬時の状態で検出しているため、 8訊道床面が麻＜

なっており、それにつれて手前に栢み上げられる既も、経道底面よりかなり浮いた状態となっ

ている。なお、黒谷5号tJtおよび7号mでは、玄r,部だけでなく 、（擬）前r1部にも板石を立て
た痕跡が確認された。 「同時閉塞Jの可能性を強く残す特異な状況として、今後の類例の増加

を待ちたい．

もう一つは、羨追部一杯あるいは大部分に蝶を充填するタイブで、水呑2号m、3号tJI、4
号項、 5号mがこれにあたる。こうしてみると、この2つの閉塞方法の違いは、あきらかに古
項築造時期によるものであることがわかる。

3. 追葬と“床上げ”

焦谷2号れ、5.¥}Jjl、7行項および水呑6号項の玄哀において、迫葬時に “床上げ＇がおこ

なわれた痕跡を確認した。いずれもかなり撹乱された状隙で、附位的な記蘇を残せない調在方

法を取らざるを得なかったが、とりわけ黙谷7.¥}墳では、検出時石室内部は相当に荒らされて

いたものの、石室内の堆積の状況と、廷辺にかさだされた遺物のレベルとがほぼ一致したため、

図的で辺葬過程と味あげ”の状況を復元する試みを行った。以下、その説明を行う。

まず、初葬時 (TK209)には、玄室、擬前'M部ともに床面には偏平な礫を均等に敷き詰め

ている。次に、1次迫葬時 (TK217)には、初＃時の副葬品等を我逍にかきだした後、天砂

利を新たに持ち込んで、玄室、 擬前室部ともに、初杵時床面の上に敷き詰める。なお、黒谷2

号l11でも迫弄時に同様の玉砂利を使用しているが、出土土器からもこの追＃が7号項とほぽfiil

時期であることがわかる。そして冠終追葬時 (TK46)には、玄室部分の初葬、 1次追葬時の

偏平礫、 ヨ1砂利の2種顛の敷石を 1次追葬時の潤葬品等とともに外にかさだす。擬前室部につ

いてはそのまま残している。つぎに、玄P1部に立てていたとおもわれる板石を手前に関し、そ

の板石の阻れ込んだレペルまで玄哀、擬前当部ともに新たに土を持ち込んで．床上げ＂を行う 。

なお、調査中に大面が何日も紐いた後は柑描した床面上が数cm堆積していたことがあったが、

こうしたことから、 昧上げ＂に用いられた土は、新たに運び込んだもの以外、自然に堆積 し

たものも相当数含まれるものと芍えられる。
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ここで問題となるのは、 ・床上げ＂後の玄窒床面の処理をどうしたかということである 。黒

谷7号頃の詞査時、玄室内から多数検出された人頭大の塊石は、旦的には玄窒全体の敷石とす

るには数が少なかった。したがって、おそらく追葬時に新たに持ち込まれたこれらの石は、玄

室床而全体に敷き詰めたものではなく、遺体を安設する部分、すなわち奥壁より1/2-1/3程

の部分のみ敷いて「虻床」をしつらえていたものと考えられる。玄宜後半部のみに敷石を用い

るのは、この時期の小石室の構迩一般と同じで、7世紀中頃以降に築造される石室は、水呑2

号項、8号墳、 9号墳のように床面全部に敷石を敷かない例が多く、焦谷7号項の最終迫葬時

における石宴床面の改修も、こうしたことと軌を一にしているのかもしれない。なお、[.雑栖市

の東十郎古積群特別区イ号墳の玄室床面にこの形態を示すものがあり、おそらく同時期に石室

床面の“床上げ＂による改修が行われて いるものとおもわれる。

黒谷2~項、5号1Jt、7号mおよび水呑6号項では、迫葬のある時点で、こうした石室床il'ii
の「大がかりな」改修を行うが、他の古墳群では、開葬品、敷石等をわざわざ外にかきだすよ

うなことはせずに、追葬時にそれらを封じ込めるように、敷石を頂ねることによって ・床上げ"

を行う例が多く、黒谷 • 水呑古項群におけるこのような 「風習」 は特異な例といえる。 む しろ、

石名の 「再利用」という観点からとらえたほうがいいかもしれない。

なお、黙谷 ・水呑古m群では、ク［は残片すら全く出土しなかった。羨道の幅なども考えると、
木棺は使用していないものとおもわれる。

Ill. 副葬品

副葬品は、石室内、経逍、あるいは項丘より、土器 （須恵器、土師器）、金属製品 （鉄製武

器、鉄製工具、馬具の残欠）、裟身具頬 （耳環、 玉類）が出土した。すでに述ぺているように、

追葬時における 「かさだし」および盗掘等により、かなりの部分が失われているようである。

遺物の盆がとくに多かったのは、黒谷4号憤、5号項で、蘇道から多伝の土器類が堆積した状

態で出土している。

1. 土器

焦谷 • 水呑両古墳群の各古れより出土した須恵器の年代幅は次の通りである。

黒谷 1号IJl T K43~T 1(46型式 (IUB新~V期）

焦谷2号墳 T K209~ T K217型式 (JV期）

熱谷3号項 T K209~T K217型式 (JV期）

m谷4号積 MT85~T K48型式 (IIIA新~VJ期）
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黒谷5号項 MT85~TK217型式 (UTA新~N期）

焦谷6号111 T K209~1'K217型式 (rt期）

黒谷1号項 TK209~TK46型式 (IV~V期）

焦谷8号墳 遺物まったく出土せず。

焦谷9号項遺物まったく出土せず．

水呑 1号.tn T K48型式 (VJ期）

水呑2号rJt T K48~平城I式 (Vl~W期）

水呑3号tJ'l T K217型式 (IVB期）

水呑ヽ 1号慎 T K209~TK46型式 (JV~V期）

水呑5号t_n T K217~T K46型式 (IVB~ V期）

水呑6号項 'l'K217~平城1式 (IVB~VII期）

水呑7号積遺物ま ったく 出土せず。

水呑8号項遺物まったく出土せず。

水呑9号墳平城Ill式

水呑2号項や3号れからは、未盗掘の状態で土器のセットが供献時そのままの状態で出土し

ており、この時期の供献、あるいは介前の実態を知る上で興味深い賢料となる。同じく水呑3

号項の未盗掘石室内部から出土したTK217型式 (NB期）の土器群（図63)は、蕊杯が逆転

する時期のもので、従米単体で出土したら問違いなく杯と認定すべきものが蕊として使用され

た状態で出土しており、須恵器の型式移行期の消費地における使用の実態を知る貨重な例となっ

た。また、水呑5号項のg辺から出土した1司ーのヘラ記分を施した一群の須恵器の苔と杯のセッ

ト（図96-113と1切、 114とll8、ll5と128)は、それぞれTK217~T K46型式 (NB~V期）

と形態染があるものの、石宙外に一度にかきだされた出土状態から、おそらく、留杯が形式変

化する （いわゆる「逆転」も含めて）過渡期に作られたものが、同時に一つの惑で焼かれて、

この古墳に供献されるに至ったものとおもわれ、これも興味深い。石室内より遺物が埋葬時の

ままの状態で出土する例は、未盗掘積以外では、黒谷2サJJ'l、4号項、 5号項、 7号項および

水呑6号積の前室あるいは擬前宦部の悶から焦頚壷や小型提瓶が出土している。あと固体的に

は、焦谷5号れ出土の頚部の広い （図32-309)や、n郎に綾杉文を施した直口壷状の平瓶
が、いかにも地方窯製らしいめずらしい形態の須恵器である。なお、土師器は須恵器と比較し

てかなり少はしか出土していない。

2. 金属製品 ・装身具

黒谷 1号1.n出土の鉄竪は、鉄製工共類の中でもめずらしいものである。また、石室床而の最
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も低いとこるから、 「かきだし」馘れで 1点のみ出土した黙谷2号積出土の金銅嬰鈴は、馬具

の飾りとおもわれるが、比較的小型の造りであるため別の用途も考えられる。照谷4号墳から

は、残欠ばかりだが、鉄刀、金銅装の馬具類、刀子金具など（図21.22.23)、両古墳群から出

土した金属製品の中では出色したものが多く出士しており、被葬者層の他との階暦差を感じさ

せる。あと、黒谷6号墳出土の鉄鏃 （図38-358)は平根式椿葉型でめずらしい。

装身具類では耳印が多く出土している。金銅、鉄地金銅張り製などが大半だが、やはり焦谷

4号墳出土のものが目を引き、垂飾が付いていたとも考えられる純金製のものや、中空の銅版

金褒り製のものなどがある。

3. ヘラ記号について

駄谷 • 水呑両古墳群の各古墳より出土した須恵器から19種類115例のヘラ記号を確認してい

る。これらについては図96~98に今回出土したすべてを掲載し、今後の分析に対する沢料を提

示するに止めて、今後の研究に供したい。
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IV. 黙谷2号項の同心円文様について

黒谷2号項は、佐双県内で現在確認されている装飾古れとしては、自由画風の雑線刻文をも

つ例まで含めると、23例f1になる。この古項は6世紀第4四半期の直前頃、焦谷古t)l群では3

番目に築造されたと考えられる。詳細については本文中で述ぺた通りである。

阿心円文様が描かれている玄室奥峡は、幅一杯の膝石を広口に据え、中段をやはり幅一杯の

横長石材を絞んだ上に山形ilii(横長の5角形）の石けをさらに戟せ、上段は小石材を小口栢み

で天井に持ち送って構築しているが、 Jul心円文はこの山形而の横長石材の中央に刻まれており、

淡辺から見ると、ちょうど耳正面でかつほぽ目の店さにあたる位位にある。2頂よりなる同心

円で、大きさは外側円径が約25cm、内側円径が約11cmを測る。幅は外傾円がl.8~2.7cm、内

側円がl.5~2.6cmと一定ではないが、全体としてはパランスを保つ。おそらく紐状のもので

コンパスのようにして面取りをしているようである。

「装節古n」として焦谷2号t.nの特徴となるところを挙げると、まず第一に、このJ,;J心円文
は石宙内において'II独で存(I,し、これ以外は一切石室内外ともに装饉的婆索が全くみられない

ということである。これは、見方を変えるならば、古JJ'tの規棋等はさて貯き、他の装饉古れの

それと比較して、複数の阿心円文、あるいはその他の文様 （絵柄）を （それにいかなる意味が

込めらるにせよ）、複雑 ・雑多にtlliき込むよりも、蚊も煎要な一つのものに絞り込んだほうが、

。

釦 n

図99 黒谷2号m同心円文様拓影 (1/5}
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手法としてはより洗練されているといえなくもない。つまり、この 「／日独で存在」も、モチー

フとして同心円文を中心に艇える、という、を味で理解するならば、筑後）II中 ・上流域に分布す

る装飾古t.llにみられる特徴的な傾向と軌を一にするものと巧えられる。

次に技法的な面からみると、この同心l'I文は特に顔料等を使用せず、黄橙色に風化した壁石

の表面を鈍器状のもので敲打し、窪められた花閾岩の灰白色の地を浮き出させることで図柄を

表現するという極めて特異な技法で描いている。ただ、敲打そのものが非常に桟く、指でたどっ

てみても輪祁を明敗にとらえにくく、明るいところで“正面に光を当てるとほとんどわからな

くなるほど微かな窪みである （しかし、これが薄暗い石宙内では、不思議なくらいはっきりと

浮かび上がる）。 従来このようなものは、石室装鮨の技法として特に認盈されていなかったも

のであるが、類似した技法が認められる装鰤古項として、現在のところ福岡県浮羽町梢古れと

大分県8[ll市穴観音古項および福岡梨大牟田市倉氷古項の3例が確認されている。

福岡M-Wi古項の同心円文は外側径が約21cmで、大きさ、技法とも黒谷2号m例に酷似して
いる。特に技法的には、①輪郭線を明確に面取りせず、また比較的粗雑に叩き窪めている。②

幾分風化した花協岩の石材の一部を叩き窪めて白っぼい地を浮き出させることで図柄を表現す

る。という点で全く同一のものとみていい。吊独で存在するという点でも阿じだが、ただ、施

文位区が奥墜よりの右側壁で一あるいは死者の頭部の位11'1を意蕊したとも理解しえるが一外部

からの祝線を慈政したとおもわれる、汲門からみて其正面の位はに施文する媒谷2号項とは、

同心円文そのものの意味も含めて、違った制作意図を持つものといえよう。

彩色壁画系の装鏑古tJ'Iとして布名な日田市穴観音古mの、前室右側壁の花嬌岩の膝石部分に
確認できる外側径約35cmの同心円文は、鈍器状のもので叩き窪めるという技法的な点では、

やはり媒谷2号項のものに似通う点がある。ただ、その文様の輪郭線は、不鮮明とはいえ他の

3例と比較すると多少の面取りのあとが窺えるし、より深く敲打している。そして、彩色によっ

て緑取りした部分が2>flの円文となる点が決定的に他の例とは手法的な相違点となっている。

大牟田市介永古項例は、破壊された古墳石材の残欠であるため、石室のどの部分か、あるい

は他の児画の有無についてすらも不明である。同心円文については本例も花協岩の白っぼい地

を浮き出させる技法で表現しており、手法的にも他の3例と同様である。また、同心円文の周

囲にはゴンドラや人物、凡などが非常に浅く荒い線刃 （雑線刃文）で表現されているが、これ

らは同心円文の中心から放射状に配列されており、あきらかに同心円文を中心に据えたモチー

フであることがわかる。

捐古贋穴観音古m、倉永古頃はいずれも焦谷2号mより築造時期が遅れる (6世紀末）こ
とを考慮にいれる必婆があり、技法そのものの伝播等についてもまだまだ検討の余地を多く残

している。なお、毛彫りによる自由画風の雑線刻文の中にも、 一部に広い意．味で同様の技法と

いえなくもないものがあるが、 （ある程度の紺をもつ）明敗な線によるものでないこと、石亥
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内において （「外」を意識した）施文位1ltを特に意図していないという点でかなり相違するし、

そもそもこの種の古mではfr.)心円文を描くことがなく 、全く別種と考えていいだろう。
これら4例および筑後川中 ・上流域の装飾古れにみられる同心円文に、モチーフとして一定

の直みがある点では共通するが、この同心r1文の意味するところについては、 「太船」 「餃J

「弓の的」 「魔除け」等、諸説あり、そのいずれの説も古墳個々のケースでは当てはまる褐合

もあることから、必ずしも共通の認盗に基づいているものだとは言い難い。黒谷2.f}Jj'{の場合、

玄哀奥壁の中央位訟に同心円文を施した山形面の横長石材を用いているところから、あきらか

に石室構築当初から施文の意図があったものとおもわれ、これは施文する目的 （対象）が被葬

者のためか、あるいは「外からの視線」を慈識、あるいは対象としたものかはわからないけれ

ども、古項の被葬者 （あるいは被葬名に近い者）の意思に基づいたものであることは1間違いな

い。その施文位fi'i、あるいはこれ一点のみを象徴的に施文していることなどを与えると、邪を

祓う「目」として象徴化したと考えるのがもっとも適当であろう。

向心円文の存在を除くと、この古れは、 JJtfi:. 石室の規校および構造において（おそらくは

副葬品の内容においても）古項群中のほかの古墳あるいは一般的に群集坑として比較しても、

他と際立ったものでは全くなく、まして、訂線距隣で北東へ4.6kmの位匠にある、径約32m石

室全長約llmの五郎山古t.n(福岡県筑紫野市原田）や、同じく訂線距離で南に3.1kmの位伍に
ある、径約36m石窒全長約Smの田代太田古項 m栖市）の6世紀後半の築造の2基の彩色壁
画糸 「正統派」の装饉古mとは、径約15m前後、 石室全長4.邸mの/!1谷2号mとはその規模
（被葬れ9附I'))を比べるぺくもないとはいうまでもないが、黒谷2号項の造料を企画した人物

（被葬者？）が、こうした筑後川上・中流域における装鏑古れ、向心円文の流行を自らの秘に

とりいれているというところに興味が尽さない。
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~3 佐双貼内の装 飾 古 項 一 覧及

古 項名 所 在 地 in 形 施文場所 施文手法 図文の種頂

I 烈谷 2.,lJt 三賃基郡基山町隅1i11 l'l 墳 石'.i遺面 敲 打 阿心円文

2 Ill（代囚太史Ill跡古れ） 几栖市lO代本町字太田 t~ IJl 石室壁ifii 彩 色 人同籍心Pl・騎文昂・三人物角文・樟・蔚・農・手花文文

3 伊（勢貼塚史跡古1J1） 神埼郡神！が町字，．ぷ波但 前方lif'l!II 石屯隅面 彩 色 円文

Iヽ 丙("4隈史古跡J）Jt 佐買rff金立町金立 円 項 憤口石棺 線刃 彩色 円文 ・笠fl三角文

5 西駁古 IJt 佐只市久保泉町JII久保 前方後円lJI横口石棺 縁刃彩色 円文・ 三角文 •平行l(線

6 朱ノ R'1古墳 小城邸小城町米ノ限 円 l.tl 石li{聾面 自由画風線亥I雑格干文 ・人物

7 弁財天古1J1,Jヽ域郡小域町栗尿 円 I)¥ 石室壁面 自山西風翰濱I健格子文

8 坂井山191Jt小城郡,1ヽ城町衰床 l'l 頃 石寂壁面 g由両風線絹 饉格子文

， 深底霞古tJI,, ヽ城郡小城町池上 円 頃 石衣聾面 日由画風繰裏1債格子文

10 姫御 伯古IJI 小城郡小域町池上 円 IJI 石室竪1日 自由西風線川 績格子文

11 古l'(山I'}JJI 多久iii東多久町別府 19 填 石饂面 g由西風線刻 雑格子文

12 山の上14号1n 多久市東多久町別府 l'l IJI 石室墜面 自rt,画風線裏9雑格干文

13 北の森 占填 多久iii東多久町納所 円 墳 石迫璧面 g山西風線刃 雑格子文・A・船

14 穴大師古れ 多久fliJI(多久町納所 l'I 填 石ll登illi 自由西風線絹 雑格子文・f'I文・船・魚

15 場崎2サ!JI 杵8郡白石町湯日 l'l Ill 石室璧面 自由画風線刃 雑格子文 ・船

16 ＊池古 lJt 杵↓ヽ屈北方町芦尿 円 IJI 石室壁面 自山'"風線n人物・笥をもつ人物・阿

＂ 
勇猛山4号IJI 杵島郡北方町芦尿 円 IJ¥ 石••携9面 自由画風線刃 雑格子文

18 勇猛山5号1n杵几邸北方町芦原 円 IJI 石室壁,i.i 自由西風線絹 雑格子文

19 勇猛寺古tj¥ 杵島昴北方町芦肛 員万ll円墳？ 石私墾illi 自由面風維絹 債格子文・人物・船 •家凩

20 噴A崎2号填 杵島屈北方町大渡 円 墳 石室墾面 自rlr西風絨裏1雑1i'r干文

21 贄具崎3'}填 杵島屈北力町大浪 円 )JI 石潟只面 自山旧風線絹 雑格子文

22 費具筍4I}填 杵晶祁北方町大渡 前方後円1.l1 石室只面 g由画風線刃 帽格子文

23 還(王I,¥崎史6跡号項） 杵店郡4,・明町深浦 円 lJI 石§壁面 g由西風線刻 債格子文 ・家Iii

表4 叩き究めの手法による1司心Pl文様をもつ装飾古m一覧表

古 墳名 所 在 地 施文場所 ・位 塁 孜 他 の 活鱈 文 様

I 黒谷 2'}!Jl 佐R貼三費基邸基山町園部 玄室奥璧中役 I なし

2 帽 古 填 福闘貼浮羽瓢浮羽•r 玄麻爽壁寄り右側壁中段 I なし

3 弁（良餌永lill古lli:墳11) 湿1111梨大牟mmit永字It木山 不 明 不明 同人心拘円・船文を・flとなりまどをく債よ緑う裏に

、1 穴（観因音史跡古）項 大分貼13田市内阿町字倉lll 削室右傭壁爬石 3 !復濱・Mと心員1'1吝文C・杉色でA盲・届・Fl文・三角文など
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V. 黒谷 • 水呑古墳群の形成

焦谷 • 水呑古れ群は、園部谷周辺の山麓部に分布する古項群の一つである。 園部谷周辺には、

焦谷 • 水呑古坑群と同じ北側山麓部に束から一井木古tJ't群、 県岩古項群が、 ［糾部谷を挟んで隋

側山饒には東から仁王寺古1J1群、 馬場古m群、鎌浦古項群、 皮篭石古項群、塚ン峠古項群、一
の坂古tJt群、小林古tJl群がベルト状に連なり、丘陵尾根のほとんどを占めるような古項群の密

集地帯となっている。古項の総数はおそらく20(},基程度は存在するものとみられるが、これら

の古墳群に対する詳細な分布潤査も不十分な現状で、このうち現在までに泊査が行われている

のは鎌浦古坑群の一部のみである。したがって、ここでは幸い独立 ・完結した古tJ't群として、

ほぼその全容を捉らえることができた焦谷 • 水呑古tJt群のみの形成の状況を推安するにとどめ、

園部谷）,¥l辺の古tJt群の中での、あるいは品屁郡におけるその占めうる位駐も含め、/l.11111の状況

をふまえた考寮は今後の課題としたい。

熟谷 • 水呑両古項群における古項の築造順は、各々調査の概要の項で述ぺているが、本文中

でも紐り返し述べてきたように、追葬時の湖祥遺物のかき出し行為、あるいはその後の長い期

間にわたる盗掘その他の撹乱等により、ほとんどのケースで築造当時の遺物が一部を除いて失

われてしまっている現状から、出土遺物 （須恵器の苔杯）の示す時1111幅からのみで造M~追葬

時期を考えることには焦理があり、各古頃の石室形態および支群内における立地状況から総合

的に判断 し、各古頃の築造時期と辺葬期IUJを推定してみた （図94) 。 以下で、 黒谷 • 水呑祉i古

tJ'1群の形成過程を5期に区分し、各時期における状況を段附を追って説明する。

!1111111 MT85~TK43形式 (IllA新~VIB1111) 

黒谷古坑群ではまず最初に 1号墳が築造され、統いてさほど時を経ずに、 1号lJ'tと爪丘背後

が接するようにして5号墳が迎られる。よ1.¥谷古tJ't群ではこのあと装飾文様をもつ2号lJ'tが、そ

して 3号JJ't、背後の丘陵尾根上 (B地区）には9号項が、さらに4¥}墳ときわめて短期問のう

ちに次々と追営がおこなわれる。そして同じ頃、水呑古tJ't群では紋も手前の丘陵尾根上 (D地

区）に6号項が築造されるが、当初はこの背後に黒谷古墳群とは別グルーブとなる群集項を造

営していく意図がなかったのかもしれない。なお、共体的な根拠に乏しいが、焦谷3号頃、 9

・¥}Jttと水呑6-P,-Jttの築造時期はほぽ同時期とおもわれる。黙谷2舒1.1tは当初から施文を意図し

て石宦を構築しており、極めてめずらしい例であるが、焦谷4号れの石室形態が両古項群を通

じて唯一石名形態の系絞を異にする点が注目される。

第2網 TK209~TK217型式 (IV期）

第一段附における 「築造ラッシュ」 から、すこしIHIをおいて、黒谷古項群では6号m、7号

-122一



t.nが前後して築造される。いずれも石室構辺は羨道玄室よりに擬前室構俎をもっ！配宜両袖型で、

石塞閉塞位区（最終追弄時）も羨道内（擬前1"1手前）の板石閉塞と同様であるが、玄当平面形

が6号項が方形、 7号t.nが長方形とクイプを呉にしている。この2基はほぼ同時期の俎営とみ
られるだけに、この相違は玄室ブランの形式変化ととらえるより、むしろこの古積群内におけ

る、同じ石室に埋葬されるぺき、被葬者集団内における一族、あるいは家族関係の中での染が

築造時に考慮されていたものとおもわれる。小石室項を除き、熟谷古項群ではこの2甚以降は

新たな古mの造営は行われない。なお、この段附まではすべての古mで追葬が行われている。
一方、水呑古項群では、この段陪以料、騒域の設定の上で、焦谷古項群のそれとはあきらか

な相違をみせ始める。この時期、外郎とは「影」の位駐になる丘陵背後の斜面 (C地区）に4

身墳がまず築造され、しばらくして（須恵器の1型式分遅れて）3号項、 5号項、谷部中央の

湿地上 (A地区）に 1丹mが造営される。破壊されたものも含め、未調査古れのほとんどはこ
の時期のものであろう。なお、 3号項は凩一期葬で、以後の追葬がおこなわれていない。

璽3期 TK46型式 (V期）

丙古m群とも、この時期に新たに築造される古mはない。焦谷古項群では前段階で2号m、
3号項、 5-l}tJ'(、6-1}項が追#を停止し、1分項、4号tJ'l、7・I'}れのみ追葬が続くが、この段

附で1号lJt、7号項での追葬が終息し、以降も追葬が継続されるのは4号項のみとなる (9号

項については不明） 。水呑古墳群では4号項、 5号れがこの時期で追葬を終え、 C地区の支群

は様能を停止する。一方1号t.nや6l}tJlでは追葬が継続されていく。

霞41111 TK48~平蠣I式 (IV~VII期）

水呑古項群では新たにB地区で2号tJ1が築造される（あるいは調査区域外もしくは破壊古項

の中で同時期のものが数碁あるかもしれない） 。焦谷4号1Jl、水呑 1号坑はこの時期の前半

(T K48) で追葬が終り、おくれて、 6号墳と 2 号墳の追葬が行われるのを最後に、黙谷 • 水

呑両古れ群における横穴式石室れでの造営活動はがII:する。

舅5期平域n~m式

A地区および水呑古坑群D地区の奥まった斜面に横口の小石室tJtが営まれる。黒谷古項群で

は1船 (8号IJt)、水呑古項群では3基 (7、8、9号!Jt)を検出しているが、これらは追葬

の行われないIii一期¥111Jtで、石室隅造はそれぞれ異なっており、築造順は水呑8号坑、 7号項、

9号m、黒谷8号項の順である。両古墳群ともほかにも同様な横口小石室項が相当数存在して
いたものとおもわれる。 この第 5期をもって熱谷 • 水呑両古項群の形成は完全に終息する。
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報 告書 抄録

ふりがな くろたに ・みずのみこふんぐん

I!! 名 黙谷 •水呑古1.n群

副 ¥!l 名 !b栖北部丘陵新都市関係文化財潟在報告内

苔 次 (I) 

シリーズ名 佐双県文化財隣在報告臼

シリーズ番号 第118集

編そ者名 久I.LI窃史

編集桟関 佐＂貼教行委 tl会

所 在 地 〒840 佐冗市城内 IT目1-59 TEL : 0952-25-7232 

売行年月 8 西/lfl993年3月308

ふりがな ふ り が な コ ド 北紐 東経

市町t-1!遺跡番分 .'. ．．． 潤在期1111
潤在面積 調査尿因

所収遺跡 所 在 地

It・!'! ,,,梨,.三.簑・某・ぐ郡んぶ.山~.. 町. ： 33• 130' 

綿甜甜
19911101 

● 大"字●ざ園ぐの部べ.字.. 浦●1I1~ ・"大鮎あ字9 25' 30' 10.200m' 
み宮●今浦ら，，字＄黒くらた谷に ~19920331 工均用地造成

1・ 4" 
・・・・・・・・・・・・・・・・ ............. ・・・・・・・....... ....... ......'' ... ・・・・・.... ............. （瓜栖北部丘校
み水M呑今古こ叩ふんぐt "大~千··隅·部ベ.字.. 水,,,,.呑 、11341 器 130^^' ・ 19910703 30 8.700m' 祈降市開発事

1・ 4・ -19920810 
............... . .•.. .. ... . . . .............. ...... ...... .. ............ .... ● ● ● ● ●'  ..  渠基山工区〉
’浦‘’ 田た遺い跡疇e 大"""字"園"部べ“字”浦’田た・度捕”’ 苺 130--• • 1991碑

30 4.500m' 
1・ 
4― 
~19910909 

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な 遺構 主な 遺物 特 記 事 項

須患器
讚穴式石宣IJt 8基

土師笞
2号頃石室内に同心円の

黒谷古頃群 群集頃 古 頃
横口小石室項 I択 金属製品 装臨文様

（鉄製武器、鉄製

工共、馬具）
2 l}Jtl、3l}Jtlは未盗掘

横穴式石窒i.n 6屈
水谷古）J'I群 群染項 古 墳 装牙共 （耳環、管 IJ1で石',{!内より供献土器

横口小石,i{l/1 3基
玉） のセットが出土

多煎堆積による耕作
闘文土器

弥生土器

浦田遺跡 散布地
縄文

～中世

地跡
石器

（流れ込み状の包含/fl) 須恵器、土暉若

布H瓦

石鍋



図版



JI/, 蛇l必iぶ.,, りかり



図版2

黙谷古11¥f.J全屈
Ctll 1:: 空から）

熟谷古1.11111-A地区
Cllll: 空から）



図版3

'伶，""、・ヽ;.セ： ．,：-炉,.・-， 
..,・-""' 

J_ 

・t． t-•. ¾ 
. ~·J:.. ,r I 

/ l~! / 

ヽ

/!¥谷I'}J.n全穀（上空から）

~ 

阿 上（附から）



図版4

烈谷2号頃

図版4
仝欣 （糸1め上空より）

菜門閉寮状況

石宜前面 （閉塞施設株去後）

11!1阪5
擬前室部床上面

玄宜床上面

羨1"1より央をみる

擬前室部床,.・面

乞室床下面

ゑ:~;奥陀





図版6

焦谷2-1'.がn石セ

(1) 天井石

(2) 左偏壁 (.I:部） (•I) 奥墜 （上部） (6) 右傭空 (.I:部）

(3) 左側咄 （下部） (S) 虔'l':(下部） {7) 右偏気（下部）

(8) 右側虫 (.I:部） OQ 前限 り左傭璧 (.I:部）

{9) 右側咬 （下部） 0~ 左側墜 ('f祁）

し＼< 

｀ 
↑ ， 

M (II t•l 
OJ (S) 

(7) 

01)、
00 
↓ 0~ 、181

(9) 



“― 
｀ 



図版8

焦谷3号頃

令凩（上空から） 検出状況 （北から）

検出状況 (Illから）



黒谷4号れ

全景 （剛上空から）

全景（北棗から）

全景 (.1:空から） I墓逍遺物出土状況 (Illから）

図版9



図版10
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図版11

焦谷4号tn石i'M

(1) IU擬J1ilJ・状室況部遺(£;物室か (2) ti<前玄宜室部 I (s) 罰 'I部
ら） （ から）

(3) 玄紐両検出状況 (•I) J,;•.;J1iiJij (•)ぶl"I部

(7) 玄'¼Ii傭梵 (8) と室!l!'l (9) 出直右側壁

紅l玄:;;;右鱒咽 OJ) 玄ii前,,. ~~ 玄'iiti側咲

，切
↑

ゅ

Ìll 

へ
ー

J
]
J

3
1
¥
J
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図版12

黙谷 5~1Jt

全景 （上空から） 填丘盛土除去佼仝駅 （上空から）

同上 （南立から）I阿 上
蔦這遺物出土状況 向 上
（隋から）

（南上空から）

（東J::空から）



図版13
i

、P

ヽ』

｀ 

畑 5IJlJl 

訓"I部I'll寒状況 1,1「11'1部r/1憲板石

£門路I'll寒阪f,i.又((-状況

前l"l&ll I前立如J北状況 （玄室から）
玄屯f,l;J:面Yl什状況 玄窒床ド面



図版14

／吟 5号畑且

(1) 天井石

(2) 左鋼璧上段 （ヽ） 奥璧J.:段 (6) 右鳴墜上段

(3) 左綱壁下段 (5) 奥墜下段 (7) 右隕院下段

(6) 右側聾.I:段 叫前璧J:段 四 左鱒墜上段

(9) 右傭璧下段 ~I) 前壁下段 Q~ 左闘畏 ド`段

｀ 
(t ， 

(2) (6) (6) 
(3) 

(7) 

(8) 
~a Qり (ヽ91 
,t O:t 011 

↓ 

r̀
＞
 

r) 
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図版16

｀ 
1)1谷6号墳

全長 （南から）

墓辺遺物出土状況
（哨から）

石室 （匹から）

石室 （上空から）

石宜閉憲状況 （玄室から



畔 7号IJ't

全殷 （上空から）

日 上（附上空から）

弓辺遺物出土
状況 （市から）

l'l.t (玄室から）

図版17
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